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序

福岡市は古来より大陸文化摂取の門戸として栄え、市内に数多くの遺跡や

文化財が残されています。

福岡市西部を流れる室見川左岸一帯には、国指定史跡の野方遺跡や吉武高

木遺跡をはじめ、数多くの埋蔵文化財が残されています。福岡市教育委員会

では、これらの史跡整備を進めるとともに、各種開発に対する埋蔵文化財の

事前調査に努めています。

本書は、宅地造成に伴い、昭和55年7月から56年3月に実施した福岡市西

区橋本に所在する橋本榎田遺跡の発掘調査報告書です。発掘調査では、弥生

時代前期の溝状遺構、平安時代の掘立柱建物や井戸などの遺構を検出すると

ともに、弥生土器や石器、貿易陶磁器や国産土器などの各種の豊富な遺物が

出土しました。

本書が文化財保護の一助となり、学術研究の資料として活用されますこと

を願っています。

平成9年3月15日

福岡市教育委員会

教育長　町　田　英　俊



例　言

1、本書は、昭和54年度に、東洋開発株式会社による

建売分譲住宅地造成工事に先行して実施した橋本

榎田遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2、本書のFig，5には、国土地理院発行の1／50，000

の地形図「福岡西南部」を原図とした。

3、本書に使用した方位はすべて磁北である。座標北

に対して西偏6。20′を測る。

5、掲載した遺物には、種類、材質、出土遺構の別を

問わず掲載順に通し番号を付した。

6、実測図と写真図版中の遺物番号は同一である。

7、本書に掲載した遺構実測・写真撮影は塩屋勝利、

田中壽夫が、また遺物実測・写真撮影は田中が行っ

た。

8、本書の図面整理．整図は、宮園登美枝、田中が行

なった。

9、本書の執筆は第1・2章を塩屋、第3．4章を田

中が分担した。

10、本書の編集は塩屋と協議の上、田中、宮園が行なっ

た。

11、本報告に関わる出土遺物、記録類はすべて福岡市

埋蔵文化財センターに収蔵管理される。
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開発車前審査

試掘調査

第1章　序　　説
1、調査に至る経過

橋本榎田遺跡の発掘調査に至る経過は次のとおりである。

1）開発車前審査（福岡市教育委員会文化課受付）

申請　日：昭和54年9月14日

申請者：東洋開発㈱　代表取締役　庄野崎哲哉

福岡市中央区大名二丁目10－34

申請地：福岡市西区大字橋本字榎田1208他42筆

開発面積：22，504・43㎡

開発用途：宅地造成

2）試掘調査

調査　日：昭和54年11月13日～11月22日

担当者：二宮忠司（福岡市教育委員会文化課）

3）試掘調査の所見

申請地は、古代の地名で額田（現在は榎田．野方）と呼ばれ、この付近には奈

良．平安時代には愴土から大宰府へ通じる官道がこの一帯を通り、さらに、駅

家が置かれていたことが推定されていることから、試掘調査を行うこととした。

調査は東西南北に20m間隔の方眼を組み、幅1．0mの試掘トレンチを22本設定

し掘削した。その結果、台地（微高地）上に溝状遺構．柱穴、台地下に台地縁辺

に沿う杭列を検出し、また、奈良時代から平安時代の土師器、須恵器、青磁、

本調査を要する根拠　白磁などとともに、馬の下顎骨も出土したO確認されたこれらの遺構と遺物か

らみて、古代の駅家に関連する遺跡の存在が予想されたために、遺構が分布す

る約10，000㎡の範囲について本調査を要すると判断された0

2、調査の組織

発掘調査の組織は以下のとおりである。

調査委託：東洋開発㈱　代表取締役庄　野崎哲哉

調査主体：橋本榎田遺跡調査会

福岡市教育委員会文化部文化課課長

調査担当：

調査補助：

整理補助：

整理作業：

井上　剛紀

埋蔵文化財第2係　　　塩屋　勝利

田中　壽夫

喜多　圭介

宵園登美枝

堀　一恵．山口玲子．寺村チカ子・金石邦子

－1－



経過概要

調査日誌抄

Fig，1第2区作業風景

Fig，2　第4区作業風景

3、調査の経過

発掘調査は昭和55年7月1日に着手し56年3月30日に完了した。その間、業

務上の都合と工事工程との調整のために2回中断した。調査の実施にあたって

は、便宜上第1～3期に分け、第1期調査は55年7月1日～10月16日、第2期

調査は昭和55年12月15日～25日、第3期調査は昭和56年3月3日～30日にかけ

て実施し、延べ8ケ月を要した。

7月1日（火）本日より調査着手。東洋開発㈱主催の安全祈願式。

7月3～5日田　伐採作業および調査区設定。10m方眼基準杭設置作業。

第2－5区の重機による表土除去作業開始。

7月10日（木）第5区の表土除去および遺構検出作業を行う。

7月15日（火）梅雨明け間近かで久しぶりの青空と涼風。第5区の表

土剥ぎと検出作業を行い、柱穴を多数検出。

7月16日（水）第5区の表土除去と遺構検出作業を継続。包含層には

弥生土器片、石鎌、土師器、須恵器等を含む。南北棟

2×3間．1×2間の掘立柱建物各1棟を確認。

8月2日（土）台地下で検出した2条の溝状遺構（SM01、SM02）の発掘。

8月7日（木）台地西側段落ち部に平面隅丸方形の土壙（SDOl）を検出。

床面から完形の土師器椀2個、皿6個が出土。

Fig，3　掘立柱建物掘り下げ作業

Fig，4　第6区作業風景

8月25日（月）

8月29日（木）

9月3日（木）

9月11日（木）

9月22日（月）

9月26日（金）

10月14日（火）

10月16日（木）

2月15日（月）

2月18日（木）

12月19日（金）

2月22日（月）

3月3日（火）

3月11日（水）

3月12日（木）

3月20日（金）

3月23日（月）

3月26日（木）

3月28日（土）

3月30日（月）

第5区台地下東側部分土壙（SD03、SDO4）を検出。

第5区台地下東側部分の遺物包含層掘り下げ作業。

第5区台地上の清掃作業、写真撮影O

台風13号九州東岸を通過O

SM03の発掘作業開始、SMO4南側台地縁部の発掘作業。

SMO4北側台地縁部で井戸（SE01）を検出。

台風19号通過。SE02の井戸枠が破壊されるO

平板測量、第2期調査区基準杭改定作業〇

本目より第2期調査開始。

SM04検出状況写真撮影、瓦器、土師器皿、白磁等出土。

SM03の延長部分と新たな溝状遺構2条を検出O

SM04のE列断面土膚図作成およびD列土層断面写真撮影。

本日より調査再開、調査区全域の清掃作業。

SM03、SM05の発掘作業。

SM05に切られた溝状遺構1条（SMO7）を新たに検出。

Dll区で新たに溝状遺構（SM08）と土壙2基を検出。

SM07、Dll区のSDO3～SD05の実測、写真撮影。

SM08の発掘作業、SMO3～07の実測、写真撮影O

調査区全体の清掃作業、全景写真撮影、SM06平板実測。

等高線測量、器材整理、記念写真撮影〇本目で延べ8ケ

月にわたる調査を終了。

－　2　－



橋本横田遺跡

橋本八幡宮

早良郡七郷

額田郷

藤崎遺跡

五島山古墳

城ノ原廃寺跡

有田遺跡

吉武遺跡群

四箇遺跡

第2章　遺跡の位置と環境
1、位置と地理的環境

橋本榎田遺跡は、福岡市西区大字橋本字榎田に所在し、早良平野のほぼ中央

部に位置する。早良平野は東側を油山山塊から延びる飯倉丘陵によって福岡平

野と、西側を背振山塊から伸びる長垂丘陵によって今宿平野と画されている。

旧早良郡内野付近を要部とし、室見川を中心河川として開析され、博多湾に向

かって扇形に展開する複合扇状地の平野であり、室見川の両側共にいくつかの

小河川の開析による沖積扇状地を形成している。

本遺跡は、室見川中流左岸から西方600mの沖積微高地上に立地し、200m西

方には名柄川が北流する。当該地点は本来は緩やかに南北へ延びる沖積台地で

あったが、現況は調査区中央の台地部分が墓地を改葬した畑地で、最高所の標

高は9．5mである。その周辺は削られて水田が営まれ、台地面との比高差1～

1．5mの平坦面をなしている。

2、歴史的環境

本遺跡が所在する橋本の地は、昭和16（1941）年に福岡市に合併する以前は早

良郡壱岐村に含まれ、近世には早良郡橋本村であった。福岡藩3代藩主黒田光

之はこの地に誕生し、早良区高取にある紅葉八幡宮は、遺跡の南々東300mに

位置する橋本八幡宮を寛文6（1666）年に遷座したとされる（貝原益軒編『筑前

国続風土記』）O　中世の早良平野に関する史料は飯盛神社関係や妙法寺榊家文

書などが知られ、古代には早良郡には咄伊、能解、額田、早良、平群、田部、

曾我、能巨の各郷があった（『倭名抄』）O　この中では現在の地名では野方となっ

て遣り、古代における橋本周辺は、額田郷に属していたと考えられる〇本遺跡

を含む早良平野における遺跡の調査史は、戦前の段階、戦後から1960年後半段

階、およびその後の段階に分けられる。戦前では、弥生時代前期・古墳時代初

期の埋葬遺跡であろ藤崎遺跡が調査されたほか、箱式石棺墓から銅鏡や銅鏃な

どが出土した五島山古墳、奈良時代の城ノ原廃寺跡が知られていただけである。

戦後においても、1960年代後半までは偶然の発見による小規模な調査が行われ

ただけで、有田遺跡の甕棺墓や垂留の箱式石棺墓などが研究者によって調査さ

れたに過ぎないO早良平野における埋蔵文化財の本格的な発掘調査は有田地区

の土地区画整理事業に伴い1967年～1968年の2年次にわたって行われた有田遺

跡の調査が最初である。この調査以後、早良平野においても道路建設、大模団

地建設、地下鉄建設、圃場整備など各種開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査が相

次ぎ、各時代の様相が明らかにされつつあるO

旧石器時代では、早良平野の各地から表面採集の遺物が知られていたが、そ

の後の有田遺跡の発掘調査で石器包含層が検出されたほか、吉武遺跡群の調査

でも出土している。縄文時代では、草創期から中期までの遺跡はいまだ明確で

はなく、後期を主体とする四箇遺跡の調査が最初である。晩期の遺跡としては
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有田七田前遺跡

東入部遺跡

有田環濠集落遺跡

石丸古川遺跡

野方遺跡群

方形周溝墓

樋渡古墳・拝塚古墳

西新町遺跡

野方勧進原遺跡

吉武古墳群

早良郡衙

郷家・郷倉

斜ケ浦瓦窯跡

鴻臚館跡

小田部城跡

有田台地西側にある有田七田前遺跡が調査され、突帯文土器が出土している。

晩期末の埋葬遺跡としては、平野奥部の東入部遺跡で夜目式の大型壷を組み会

わせた形式のものが調査されている。

早良平野においても弥生時代になると遺跡数が増大するが、前期初頭には有

田台地に大規模な集落遺跡が出現する。この集落は径200×300mの環濠を巡ら

す大規模なもので、板付遺跡をはるかに上回り、早良平野における前期初頭の

唯一の集落遺跡である。有田台地周辺は、現在まで184次に及ぶ発掘調査が行

われ、弥生時代から中世に至る各時期の遺構が発掘されている。このほかの前

期の遺跡としては十郎川に面する沖積地の石丸古川遺跡があり、突帯文土器や

前期の土器、各種の石器類が出土している。この時期の埋葬遺跡は有田遺跡を

はじめ海岸部の藤崎遺跡、平野中央部の田村遺跡などが調査されている。前期

末から中期初頭の時期の遺跡は早良平野全域に拡大するようになる。埋葬遺跡

では海岸部の藤崎遺跡、平野中央部の吉武高木遺跡、平野奥部の東入部遺跡な

どが著名である。中期から後期の遺跡は本道跡周辺では、野方中原遺跡、野方

塔原遺跡、野方久保遺跡などが調査されたほか、古墳築造前夜の様相を示す宮

ノ前遺跡も調査されている。

古墳時代では、平野の東側丘陵部及び西側丘陵において数多くの群集項が調

査されている。海岸部においては方形周溝墓の藤崎遺跡が調査され、平野部に

おいては帆立貝式の樋渡古墳や拝塚古墳が調査されたほか、吉武遺跡群でも5

世紀～6世紀代の古墳群が調査されている。集落遺跡は海岸部の西新町遺跡、

台地上の有田遺跡、丘陵上の野方勧進原遺跡、平野部先端部の野方中原遺跡、

平野奥部の東入部遺跡をはじめとして平野全体で調査されている。

古代から中世の遺跡も早良平野全体に見られ、数多くの遺跡が調査されてい

る。寺院跡では城ノ原廃寺が古くから知られていたが、発掘調査は行われてい

ない。発掘調査では吉武遺跡群から仏像に垂下したと思われる金銅製勾玉や八

稜鏡が出土し、寺院が存在したことが想定される。しかしながら現在までの調

査では、古代における早良郡街や郷家・郷倉を特定する遺構は確認されていな

い。有田遺跡群の調査で古代の大規模な建物群が検出され、早良郡街の可能性

が指摘されているものの確定には至っていない。本遺跡の北西に位置する下山

門の斜ケ浦瓦窯跡の確認調査で、「伊黄作瓦」銘を刻印した瓦が出土しており、

鴻臚館跡の発掘調査でも「伊黄作瓦」銘が出土している。また、斜ケ浦瓦窯跡

からは以前「警固」銘瓦が採集されており、鴻臚館の付属施設が警固所である

ことから、斜ヶ浦瓦窯跡の瓦が鴻臚館の建物に茸かれていた可能性が高く、今

後の調査が期待される。中世の遺跡では平野各地域で集落遺跡が調査されてい

るほか、有田遺跡群で戦国時代の小田部城跡の濠が調査され、吉武の都地城跡

が一部調査されている。
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0　　　　　　　　　500

1．橋本榎田遺跡　　2・有田遺跡群　　　　31次郎丸高石遺跡　　　4．次郎丸遺跡　　　　51田隈遺跡

7・田村遺跡　　　　　　81橋本辻遺跡　　　　　9・橋本遺跡群　　　　10．拾六町平田遺跡　　11．橋本－丁目遺跡

13．牟多田遺跡　　　　14．戸切巡り町遺跡　　15．戸切遺跡群　　　　16．野方久保遺跡　　　17．野方平原遺跡

19．野方塚原遺跡　　　　201道隈遺跡　　　　　　211羽根戸原B遺跡群　　22・羽根戸原C遺跡群　　　23、吉武遺跡群

25．太田遺跡　　　　　　26．広石遺跡群　　　　　27．羽根戸古墳群　　　　28．羽根戸南古墳群

Fig，5　橋本榎田遺跡と周辺の遺跡分布図（1／25，000）
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調査総面積
6，832・07㎡

第1区

第2区

第3区

第3章　調査の記録
1、調査の概要

1）調査区の設定

発掘調査にあたっては、試掘調査の成果を踏まえ、遺構と遺物の存在が確認

された6地点について調査区を設け（Fig，6）、第1区～第6区と呼称した。

調査区の配置は、開発予定地の中央から南にかけて特に遺構分布密度が高かっ

た沖積台地周辺を中心とした。全体の調査面積は6，832．07㎡である。また、開

発予定地全体を覆って、測量のための一辺10mの方眼地区割りを設定し、北か

ら南へ1～21、西から東へA～Jと、番号およびアルファベットを付した。な

お、南北基準線は磁北から10。41′西へ偏している。

2）各調査区の概要

試掘調査によって明らかとなったように、遺構・遺物は、第5区の中央から

北側にかけて残った台地上において比較的良好に残っていることが確認された

が、その他の調査区においては、中世以降の削平や、客土による土取り等の結

果、消滅している部分が多い。

3）第1区

開発予定地の最も北側に設定した。調査区面積は809・25㎡。ここでは主とし

て、南北に延びる旧沖積台地の遇存状況を把握し、遺構の有無について確認す

ることを調査日的とした。

標高7・1～7．3mの面（黄褐色砂質粘土層上面）での遺構検出作業の結果、調査

区中央～東側で、沖積台地縁辺部を確認した。この縁辺部は、室見川の氾濫に

より平安期以降に開析されたものと考えられ、台地東縁辺部から室見川にかけ

て展開する沖積層（暗褐色～黒褐色粘質土）は第4・5区で検出した溝SM04が

掘削される以前の堆積である0

4）第2区

開発予定地の北側東縁辺部に設定した。調査面積は93・5㎡。当該区では第1

区と同じく、旧沖積台地の遺存状況を把握し、遺構の有無を確認するために設

定したO検出した遺構は、調査区中央からやや東側にかけて、方形の木組み枠

および桶組の井筒を有する井戸（SE02）を1基検出した。廃絶時期は平安奉の

ものである。また調査区両壁で近世の土頻を2基、時期不明の柱穴状ピットを

7其検出した。第1区の東側で検出した台地東縁は確認できていない。なお、

遺構検出面は標高7．1－7．2mで、黄褐色砂質粘土層上面である。

5）第3区

第2区の南に設定した。調査面積は95．72㎡であるO　中央から東側は近代以

降の土取りにより大規模に削平され、西側が一段高くなっている（標高7．8m）。

この面では撹乱土壙を1基検出したのみである。なお、第2－3区周辺台地部の

本来の高さは7・8m以上あったことが推定されたO
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Fig，6　周辺地形と調査区配置図（り1，000）
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第4区

第5区

第6区

6）第4区

第3区の南側、第5区の北東部に隣接する。調査面積は893・38㎡。

当該区では試掘調査で確認された2条の溝および台地部の落ち際の状況観察

を調査日的とした。調査では、東西に直線的に延びる平安時代後期～末期の溝

SM04と弥生時代～古墳時代の溝SM03、平安末期～鎌倉時代の素掘りまたは

井筒に曲物を用いたと思われる井戸3基（SE01．02．04）、土壙1基、および

台地際に展開する沖積氾濫原を調査区中央から東側で確認した。沖積氾濫原は

SM03とほぼ同時期かそれ以降の堆積で、SM04よりも古い時期の堆積である。

なお、遺構検出面は標高7・3～7．5mで、黄褐色～明褐色粘質土層上面である。

7）第5区

開発予定地の中央から南側に位置している。調査面積は2，613．04㎡。調査区

東北部は第4区と接している。当該区中央から北側に、戦後間もないころまで

墓地に利用し、その後畑地として使われていたやや小高な沖積台地がある。こ

の台地周辺では試掘調査によって多数の柱穴と溝が確認され、遺構の遺存状況

が最も良好な地点である。台地の最項部は現況で9・5mを測る。検出遺構は、

台地部で柵列（SA）1条、掘立柱建物（SBO1－20）20棟、平安時代後期の木棺

墓（SDOl）1基、台地下では、調査区西側において、溝（SMOl・02）を2条検

出した。掘立柱建物は、一部弥生時代のものを含みながら、古墳～平安期のも

のが重複している。なかでも、両面庇を有する2×5間のSB01、3×3間の

総柱のSB08、柵列SAOl等は、第4．6区の溝SM04とともに、古代におけ

る本遺跡の性格を考える上で重要である。遺物は平安時代後期～末期頃の土師

器・黒色土器・瓦器・須恵器質の陶硯破片、中国越州窯系青磁、北宋～南末代

の白磁、朝鮮製陶器等が出土している。第1区と4区で確認された沖積氾濫原

は、本調査区東側から南側縁辺に沿って弧を描いて展開しており、古墳時代か

ら奈良．平安前期時代にかけては、台地は南南西から北北東方向に長軸をもつ

楕円形を成していたと推定された。なお台地部および台地下における検出面の

標高は、それぞれ8．5m前後、7．6m前後で、約1mの比高差がある。

8）第6区

開発予定地の中央から北西部に位置する。調査面積は2，327・18㎡である。本

調査区では、試掘調査および第4区の調査で確認された、弥生時代から古墳時

代にかかる溝状遺構の配置状況を明らかにすることを目的とした。調査の結果

検出された遺構は、弥生時代一古墳時代のものと思われる溝状遺構5条（SM0

3．05－08）、時期不明の溝2条（SMO9．10）、第4区で検出された溝SM04の

西側延長部分、不定形土壙（SDO3～05）等が検出された。SMO3～08の各溝か

らは、弥生時代前期末～中期初頭の土器および石器、古墳時代の須恵器片など

が出土。なお遺構検出面は標高7・3～7．4mの明褐色砂質粘土層上面である。
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SA01

2、遺構と遺物

1）概要

遺構の遺存状況は各調査区ともあまり良くない。第5区の一部以外は本来の

台地状の高まりが中世以降に削平されているためである。遺物もまた二次的堆

積状況で、表土直下の包含層から出土したものがほとんどである。比較的原位

置を保って出土したものは、第5区木棺墓SDOl副葬遺物と第4区SMO4埋土

中位に投棄された遺物群のみであるO　ここでは各調査区で検出された遺構と遺

物について柵列（SA）、掘立柱建物（SB）、土壙（SD）、井戸（SE）、溝（SM）

の順で説明する。掘立柱建物と各遺構からの出土遺物の個別的な内容について

はTab，1－5を参照されたい。

2）柵列（SA）

SA01第5区で検出された柱穴列である。柱間は2・3－2．42mを測り、ほ
・

ぼ等間隔である。柱穴の直径は19－26cmで、規模は比較的小さな柵列である。

暗褐色粘質土を埋土とする。柱穴列の方向はN－79。－Eで、後述するSB08

の長軸とほぼ直交する。

3）掘立柱建物（SB）

柱穴は第5区の北側に残った沖積台地上で検出された。台地は北側半部の削

平が特に顕著で、南側に集中して分布しているかのようであるが、確認できた

柱穴はごく一部のものと思われる。柱穴の検出面は、弥生から古墳時代の遺物

を含む暗褐色粘質土層上面とその下部の明褐色砂質粘土層上面である。ただし、

下部で検出された柱穴には上層から掘り込まれたものも含まれている。暗褐色

粘質土層上面で検出された柱穴群のうち、建物が推定復元できたものはSB01

－03・06・08～10．16．18．19である。明褐色砂質粘土層上面で検出された柱

穴群のうち、建物が推定復元できたものはSB04・05．07．11・13・1517．

20である。これらの建物群の先後関係および、各群の復元建物の方向は以下の

ように大きく6群に分かれる。なお下の表で下線のあるものは長軸が同一群内

で直交するものであり、また（）の遺構は方向性を同じくするものであるO

〈遺構の切合い関係≫　sBO3→SBO2

SBO9→SBO2－→SBOl→SBO4

SB12－→SBO9

SBO9→SBO8

《復元建物の方向≫　a群　SB12．13・15　　　　（SMO3）

b群　SBO7．1117・20

C群　SB04・05．14

d群　SB02・09．16．19

e群　SBOl・03・06・18　　（SMO4）

f群　SBO8・10　　　　　　（SAOl）
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以上の関係から建物群の変遷は次のようになると考えられる。

1－1期

－2期

：：：：・－ 1。一：：17・SB2∴ ）（SMO3・05～07）

2 － 1 期 S B O5 ・S B O3 ・14　　　　　　　　　 C ／e

－ 2 期

－ 3 期

S B O9 ・S B 19　　　　　　　　　　　　　 d

S B O2 ・S B 16　　　　　　　　　　 d　　 （SM O4）

S B 08 ．S B lO　　　　　　　　　　　 f－…－‥－（S A Ol）

－ 4 期 S B O l ．S B 18　　　　　　　　　　　　　 e

S B O4 ・S B O6 ・（S B 18）　　　　　 e ／C

SB01

SB02

SBO3

SB04

SBO5

SBO6

SB07

SB08

SBO1（Fⅰg，21）台地中央からやや北側に位置する南北棟である。身合が

2×5間で、総柱の建物である。東西の側面に庇を有しており、推定復元され

た建物では最も規模の大きな建物である。身舎部分の柱穴は直径が40－47cmで、

柱痕跡から推定して、柱は直径26cm前後の大きさが推定できる。鹿部分の柱穴

は小さく直径30cm内外である。平面形は西北部へわずかに歪んだ長方形である。

SBO2（Fig，22）sBOlと重複する2×3間の東西棟である。南側柱のうち

南東隅から1間目の柱穴は確認できていない。平面形は西南部へ歪んだ長方形

である。南北側柱間は間隔にややばらつきがある。東西梁行の中柱は棟筋におさ

まっている。西側妻の中柱から土師器丸底杯（Fig，30－1）が出土している。

SBO3（Fig，22）sBOlの南東隅で一部重複している2×3（5）間の東西棟

である。北側柱はほぼ等間隔で並んでいるが、南側柱は間隔が不均等である。

この建物で注意されるのは、東側2×2間部分が床の可能性がある点であるO

この部分のみに東柱があり、低い床が設けられていた可能性がある。

SBO4（Fig，22）sBOlの南側に重複している。2×3間の東西棟である。

柱の配列は均等で、平面形は長方形を呈する。東側妻の中柱は中央よりに2本

配しているO

SBO5（Fig，22）sBOlの西側に一部重複している。2×3間の東西棟であ

る。北および東側柱、西側妻の中柱は確認できたが、西および南側柱について

は確認できなかったO

SBO6（Fig，23）sBOl中央部分で重複している。2×5間の東西棟である。

東側妻の中柱および西南隅柱から1間分東側の側柱は確認できなかった。柱穴

は直径20～27cmでやや小さいが、建物規模は長大である。柱の配列は均等であ

る。平面形は南東隅がわずかに歪んでいる。

SBO7（Fig，23）台地南東部に位置する。2×3間以上の南北棟であるO

柱配列はほぼ均等で、直径20－30cm、柱痕跡は直径18～22cmを測るO

SBO8（Fig，24）sBOlの南側に重複している。3×3間総柱の東西棟であ

る。
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Fig，7　橋本榎田遺跡遺構分布全体図（1／600）
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SB09

SBl0

SBll

SB12

SB13

SB14

SB15

SB16

SB17

SB18

SB19

SB20

柱配列はほぼ均等であるが、平面形は南辺がやや広い長方形である。柱穴は

30～56cmを測り、柱痕跡は20～28cmを測る。この建物から約1間分（1．86m）

南側に柵列SA01が平行して東西に延びている。

SBO9（Fig，23）sBOlの中央から南側にかけて重複している。2×2間の

総柱建物で、南北棟と思われる。西側の中柱は未確認である。南側中柱は隅柱

芯間を結んだ線から南にはみ出している。東柱と考えられる平面中央の柱穴は

直径22cmで他と比べて小さい。

SB10（Fig，24）台地南東側に位置し、SBO71516と一部重複している。

2×2間の総柱の東西棟である。平面形は南西隅部がやや歪んだ長方形である。

柱穴の直径は40cm前後で比較的大きい。柱痕跡は22－24cmである。

SB11（Fig，24）sBOl南西隅部に重複している。1×2間の南北棟である。

推定復元した建物では最も規模が小さく、また方向性が他と比べ異質である。

SB12（Fig，25）台地部東南側に位置し、SBO3．07．08などと重複してい

る。2×3間の東西棟である。平面形は南西隅部が歪んだ長方形である。西側

妻の中柱、西南隅柱から1間分東側の柱穴は未確認である。南北側柱は中央に

寄って配されている。層位関係では最も古い建物である。

SB13（Fig，25）台地東南側に位置し、SBO3．07．12．15と重複している。

SB12・15との先後関係は不明であるが、方向性はほぼ一致しており、古墳時

代後期以降と考えられる溝状遺構SM03等とは直交している。

SB14（Fⅰg，25）台地南側に位置している。SB17と一部重複している02×

2間の東西棟の可能性がある。総柱の建物である。南西部は削平を受けている。

SB15（Fig，26）台地南東部に位置する。SBO3・07．10．1316と重複し

ている0　2×3間の南北棟で、総柱の建物である。柱穴は北東および南東隅柱

が未確認である。柱配列は均等で、平面形は端正な長方形であるO

SB16（Fig，25）台地南東部に位置する。SBO7．10．15と重複している0

2×2間の南北棟で総柱建物であるO平面形は端正な方形で、南北がわずかに

長い。東側中柱は未確認である。

SB17（Fig，26）台地南西部に位置し、SB14と一部重複している。2×3間

の東西棟で長大な建物である。南側柱は一部未確認のものがあるO柱穴は直径24

－39cmで、柱痕跡は20cm前後を測る。SBO7．12．20などと方向性が一致する。

SB18（Fⅰg，27）台地西側に位置するOSB19・20と重複している。1×3ま

たは2×3間の長大な南北棟である。柱間は2・3～2．5mを測り、梁行は3・8m

前後を測るO南北妻の中柱が未確認のため明確ではないが、桁行の1間は約1・9

mほどと考えられる。方向性はSBOlと等しく、併存していた可能性が高いO

SB19（Fig，27）台地西側に位置する。2×2間の東西棟である。南西隅

柱と床平面中央の東柱は未確認である0　2×2間規模の建物では最も規模が小

さい。

SB20（Fig，27）台地西側に位置する。2×2間の東西棟で、総柱建物で

ある。北西隅柱は確認できていない。床平面中央の柱穴は直径40cmを測る。S

B07・17等と方向をほぼ同じくしている。
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Tab，1橋本榎田遺跡検出掘立柱建物計測一覧表

遺構NQ 間取 り規模 長軸方位 梁行×桁行 （m ） 床面積 （－㎡） 先後関係

S B Ol
東西両面庇付

2 × 5 間総柱
南北棟 N － 4 。－W 7・424×10 88

．7．696×11・152
身舎48．43 SB O2→S B Ol

S B 02 2 × 3 間 東西棟 N －88。40ノーW
4．06 × 6 ．24

3．904× 6 ・48
25．41

SB O2→SB Ol
SB O2→SB 12
SB O3→SB O2

S B 03 2 × 3 （5）間 東西棟 N －85。30′－W 4．184× 7・46
4・24 × 7．464

31．29 SB O3→SB O2

S B 04 2 × 3 間 東南棟 N －86。－W 3．60 × 6 ．24
3．64 × 6 ．32

22．72 SB 01→S B 04

S B 05 2 × 3 間 東西棟 N －80。－W （5 ・2）× 3 ．6 （18．71）

S B 06 2 × 5 間 東西棟 N －87。20′－W
4．304 × 9 ・12
4．368× 9 ・448 40・5

S B 07 2 × 3 間か 南北棟 N －21。40′－ E 不明 不明

S B 08 3 × 3 間総柱 東西棟 N －81。－E 7．328 × 6 ．024
7．744 × 6 ．024

45．87 SB O8→SB 09

S B 09 2 × 2 間総柱 南北棟 N －3。20′－ E 4・656 × 5 ．024
4．72 × 5 ．088

23・53
SB 09→SB 01

02
08

S B 10 2 × 2 間総柱 東西棟 N －81。－E
3 344× 4 ・264
．3・56 × 4 ．32

14・79

S B ll 1 × 2 間 南北棟 N －19。－E 2．08 × 3 ．856
2．032 × 3 ・92

7・88

S B 12 2 × 3 間 東西棟 N －60。30′－W 3．024 × 5 ．024

3・48 × 5 ．184
16・58 SB 02→S B 12

S B 13 2 × 2 間 東西棟 N －57。－W 2．368 × 3 ．696
2・44 × 3 ・776

8・976

S B 14 2 × 2 間総柱 南北棟 N －74。40′－W 4．32 × （4・32） （18・7）

S B 15 3 × 3 間総柱 南北棟 N －37。－E 4・8　 × 7・28
4．88 × 7．26

35 ・69

S B 16 2 × 2 間総柱 南北棟 N － 8 。－W 3・64 × 3．772
3．768 × 4．0 14 144

●

S B 17 2 × 3 間 東西棟 N －65。－W 3．32 × 7・384
3．304 × 7．40

24・522

S B 18 1 （2）× 3 間 南元棟 N － 4 。－W
3・84 × 8 ．08
3．888 × 8 ・12 31．18

S B 19 2 × 2 間 東西棟 N －85。－W 3．488× 4 ．08
3・69 × 4・255

14．904

S B 20 2 × 2 間 東西棟 N －68。－W
4．48 × 4 ・68
4・584× 4．864 21．38
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SD01

SD02

SD03

SD04

SD05

SE01

4）土壙（SD）

SDO1（Fig，28）第5区北側台地上で検出した。木棺墓と考えられる。掘

立柱建物SB05と重複しているが、先後関係は不明である。平面形は隅丸の長

方形で、長軸および短軸の長さは、1・91m・1．16mである。長軸の方向はN－

69。－W、断面形は逆台形で、深さは検出面から0・4m。床面は平坦で、長方形

をなしており長辺1．25m、短辺0・54mを測る。埋土は暗褐色～灰褐色粘質土で、

東壁と北壁に一段の平坦なテラスがあるO東床面．壁は板材の圧痕が残るO出

土遺物からみて12世紀半ばころのものと考えられるO

出土遺物（Fⅰg，30）副葬品と考えられる土師器皿（3～7）．椀（8・9）が

床面からやや浮いた状況で出土している。椀は東西壁際に、皿は中央にまとまっ

て出土しているO遺物の出土状況から頭部は西側に位置していたものと思われ

る。皿はいずれも表面が磨耗しており調整痕は不明であるが、おそらく回転ヘ

ラ切によるもので、板目圧痕が残るものがある。椀8は内面のみに燻しを施し

た内黒土器である。椀9は焼成があまい須恵質の椀で、鹿部は幅広の輪高台状

に仕上げている。東播磨産の可能性がある。その他埋土から二次的混入の格子

目叩き痕の残る瓦片・瓦器等．須恵器．管状土錘10等が出土しているO

SDO2（Fig，28）第4区西側で検出した。古墳時代の溝SM03より古い土頻

である。平面形は南北に長い不定形で、断面形は逆台形である。長さ2．57m、

幅1・2－1．5m、深さ0．9m、長軸方位N－18。40′－Eを測る。埋土は黒褐色粘

質土である。埋土中からは弥生土器の小片がわずかに出土しているのみで、図

示し得るものはないO弥生時代前期末一中期以降のものと思われる。

SDO3（Fig，28）第6区西側に位置する。古墳時代の溝SM08よりも新しい。

平面形は隅丸の長方形で、長さ0．98m、幅0．84m、深さ0．16～0・20cmO長軸の

方向はN－38。－WであるO埋土は黒褐色～灰褐色粘質土で、木炭片を若干含

む。床面は平坦である。出土遺物はないO

SDO4（Fig，28）第6区西側に位置する。溝SM08よりも新しい。平面形は

不定形である。長さ1．58m、幅1．0－1．1m、深さ0．20cm。長軸方向はN－30。－

Wである。埋土はSD03と同様に黒褐色～灰褐色粘質土で、木炭片を若干含む。

床面は浅く窪んでいる。出土遺物は土師器片が若干出土しているO

SDO5（Fig，28）第6区西側に位置する。SD03の約3m南西側に位置する。

溝SM08よりも新しい。平面形は楕円形で、長さ0・75m、幅0・53m、深さ0．12

cm。長軸方向はN－79。－Eである。埋土は灰褐色粘質土で、木炭片を若干含

む。出土遺物はない。

5）井戸（SE）

SEO1（Fig，28）第4区中央に位置する。平安期の溝SM04の北壁に重複し

ている。検出時には扇平な板石で上面を塞いでいた。平面形はほぼ円形で、断

面形は円筒状である。直径0・8～0・9m、深さ0．85mを測るO埋土は暗灰褐色粘

質土で一時的に埋め戻しているO平坦な床面には拳大の河原石を敷き詰めてい

る。素掘りの井戸と考えられる。鎌倉期に廃絶されたものと思われる。

出土遺物　二次的混入により埋土から土師器、白磁、青磁片が出土している。
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SE02

SE03

SE04

SEO2（Fig，29）第2区東側で検出した。一辺1．52mの隅丸方形の竪穴を

掘った後、井戸床面に桶を倒置し井筒としている。また竪穴の四隅には7－9

cm角の柱を立て、ホゾ穴を穿って床面から約1・00mの高さに横木を渡し、長さ

80cm以上、幅15～28cm、厚さ3・5－5cmの板目材を土留め用の板枠としている。

井筒に用いた桶は口径0．52～0．62m、鹿部径約0．60m、高さ0・57～0．62mの杉

村を用いており、井筒の底には拳大よりもやや大きな礫石を置き、水を汲む際

の土砂の混入防止を図っている。12世紀前半代頃に廃絶されたものと思われる。

出土遺物（Fig，30）井筒内の埋土から土師器皿片11、黒色土器12、瓦器椀

片13・青磁・白磁片が、また井筒の下部から馬の骨14が出土している。

SEO3（Fⅰg，29）第4区南端部に位置する。平面形はほぼ円形で直径1・43

mを測るO鹿部は二段掘となっており直径0．9m、深さ0・48mを測る。おそら

く桶を用いた井筒がおさまっていたと思われる。埋土は黒褐色粘質土で砂礫．

木炭片を含んでいる。平安時代末期から鎌倉期に廃絶されたと思われる。

出土遺物　埋土から弥生土器．土師器．須恵器・瓦器．青磁・白磁等の破片

が出土している。いずれも小片で磨耗し二次堆積による混入品であるO

SEO4（Fig，29）第4区西側、SD02の東側に位置する。平面形は楕円形で、

長軸0・94m、短軸0・81m、深さ0．68mを測るO SEO1－03と比べ規模が小さい。

曲物を用いた井筒を据え置いた可能性があるO埋土は暗褐色粘質土で鹿部近く

に木炭が比較的多く認められたO廃絶時期は明確でないが平安時代末期に廃絶

されたものと思われる。

出土遺物　土師器破片．須恵器片がわずかに出土している。

6）溝状遺構（SM）

溝は全調査区で10条確認されている。これらは弥生時代前期末から平安時代

にかかる時期のものであるO調査で確認された先後関係は下記のようになる。

・SMOl→SMO2

・SM03→SMO4

・SMO7→SMO6→SMO5

・SMO7－→SMO6→SM03

．SMO8→SMO9－→SMlO

．sM03とSM05との直接の切合い関係はないが、出土遺物から見てSMO3

→SM05の関係が考えられるO

．sMOl・05・08は一連の溝の可能性がある。

これらの所見をもとに、出土遺物から時期区分をすると次のようになるO

弥生時代前期末以降　　古墳時代後期以降　　平安時代後期～鎌倉時代

SMO7　　　　　　SMO6

－15－
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SMO5

SM08

SMOl SM04



SM01

SM02

SM03

SM04

次に各溝の調査所見について述べる。

SMO1（Fig，17）第5区の西南側に位置している。古墳時代後期以降の溝

である。長さ26m以上、幅1・2m～1・4m、深さ0．4－0．6mを測る。断面形は逆

台形で、緩やかに蛇行しながら北西～南東方向に延び、台地縁辺部と氾濫原の

境で大きく開きながら終わっている。おそらく南側の氾濫原に流れこんでいた

ものと思われる。埋土は灰褐色～暗褐色粘質土で床面には黒色粘質土が薄く堆

積している。なお、SMOlはSMO5・08と一連の溝と考えられる。

SMO2（Fⅰg，17）第5区の西南側に位置する。SMOlと重複している。SMO

lよりも新しい。溝南端部は消滅している。長さ8m以上、幅1・0－1．2m、深

さ0・17mを測る。埋土は灰色～暗青灰色砂質土である。

SMO3（Fⅰg，18）第4区と第5区にかけて検出した。ほぼ直線的に延びる

溝である。総延長は101m、幅1．8～2・1m、深さ0・5～0・7mを測るO主軸の方

向はN－47。40′－WであるO断面形は、基本的には逆台形と思われるが、部分

的に浅皿状になる箇所もある。埋土は暗灰褐色粘質土を主とする（Fig，19）。

第6区中央ではSM05・06．07・08が重複しており埋土が質的に類似してい

るために、明確な平面形および溝の走向の状況を確認することが難しかったが、

土層断面の結果（Fig，19）で先述したような先後関係が確かめられた結果、第

5区の北側で3条並列している溝のうち、東端側の溝が第4区SM03につなが

るもので、また、最も古く考えられるSMO6・07はSMO3北側の当初部分と考え

られた。すなわち、第6区中央から北側において、ある時期に溝の流路を東側

に変更したものと考えられるO SM03の上限は古墳時代後期以降と考えられるO

出土遺物（15～56）弥生前期末～中期土器甕等の破片、黒曜石片、玄武岩破

片、黒曜石または頁岩製の打製石鏃（18～46）、石斧（47・49．50・53－55）、石

包丁（52）、磨石（56）、管状土錘（48）、土師器甕・甑片、古墳時代須恵器（杯15

～17、甕など）片が中層から下層にかけて、上層から上面で黒曜石製ナイフ形

石器（18）、中国産の北末代の白磁片が出土しているO弥生時代の遺物はかなり

磨耗している。これらはいずれも二次的な堆積である。

SMO4（Fⅰg，14，18）第4区中央から5区にかかって検出された平安時代末

期の溝である。ほぼ直線的に東西に延びているO主軸の方向はN－87。30′－Eで

ある。調査では長さ65mにわたって検出した。溝の両端はいずれもさらに延び

ている。断面形は逆台形である。南北両壁の傾斜は50－60。ほどで比較的傾斜が

強く掘削されているO幅は2・2－3・1m、深さは0．8m～0．93mを測る。埋土は

黒褐色粘質土を主とし、灰白色砂が下部から中位にかけて薄く堆積しているO

当該溝の早良平野における復元条里上における位置を推定すると、里境から

北に1坪分（約118m）北側へいった坪境上に位置している（Fⅰg，10）。

出土遺物（57－175）遺物はほとんどが埋土下層～中位からの出土で、二次

的混入によるものが多く、いずれも磨耗している。出土分布は第5区東側から

第4区の範囲が密度が高く、特に4区においては両壁側から投棄されたと考え

られる土師器破片等が集中的に出土したO　出土した遺物には、弥生土器（甕・

鉢・壷など）、土師器（皿57－68・84～92．111～120・136．160・161．168・169、

一16－
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SMO5

SMO6

SM07

SMO8

SMO9

SM10

高台付皿93、丸底杯122・134・138、杯94・121・135、椀123）、黒色土器、瓦

器（椀69～74．95～97・99－104・124－127・130－133・139～143・162～164、

杯98、皿137）、須恵器（壺152、甕156、杯165）、中国産末代白磁（皿75．76．147

・148、椀77～82・105・106・109・128・129・144～146・149～151・167・171）、

越州窯系青磁（壺83、椀107・166、皿108）、中国産陶器（鉢110）、滑石製品（紡

錘車153、石鍋破片154、円面硯155、土錘170、板材172、下駄173、不明木製品

174．175、馬下顎骨（00906）などである。

SMO5（Fig，18）第5区北側から中央に位置する。古墳時代後期以降の溝

である。幅1．2～1・3m、深さ0．4－1．5mを測り、断面形は逆台形または浅皿状

である。調査では長さ約37mにわたって検出されたO南端部は南西に向かって

屈曲しており、鹿部が緩やかに高くなりながら消滅している。その方向はSM

08の方向に等しく、本来両者は同一の溝と考えられる。

出土遺物　須恵器、弥生土器、黒曜石の破片が埋土中位から上層にかけて散

発的に出土している。

SMO6（Fig，18）第5区北側から中央に位置している。古墳時代の溝であ

る。幅1・3－2．15m、深さ0・45m前後を測るO断面形は浅皿状であるが、逆台

形をなしていたと思われる。調査では長さ38・2mを確認し、調査区西堂から14・8

mの地点で1・7mの長さでいったん途切れている。南端部はSMO3西壁に接す

る。

出土遺物　埋土中位から溝鹿部にかけて弥生土器．土師器片が出土している。

SMO7（Fig，18）第5区中央に位置する。弥生時代中期以降の溝である。

北端部はSM03によって切られている。すでに述べたように、SM07はSMO3

北側の付け替え以前の溝である。古墳時代以降の溝から切られている。断面形

はⅤ字形または逆台形で、幅0．8～1．8m、深さ0・54m前後を測るO

出土遺物　埋土および溝鹿部から弥生前期末～中期の土器片、玄武岩と黒曜

石破片が出土している。

SMO8（Fig，18）第5区中央から南西部に位置する。溝東北端部は現代の

撹乱によって消滅しているO先述したSM05の一部と思われる。SM05との間

には、少なくとも約3mの間隙があったことが考えられるO

出土遺物　遺物の出土量は少なく、弥生土器．土師器片が若干出土している。

SMO9（Fig，18）第5区南西部に位置する。鎌倉期以降の比較的新しいと

考えられる溝であるO非常に残りが悪く、幅0・6m、深さ0．2m前後を測る。土

壙SD03～05によって切られている。

出土遺物　遺物の出土量は少なく、弥生土器・土師器片が若干出土している。

SM10（Fig，18）sMO8・09を切っている。鎌倉期以降の溝である。遺存状

況は悪く、幅0．7m、深さ0．3m前後である。

7）その他の遺物

各調査区の表土・表土直下の包含層、台地落ち際の氾濫原包含層などから各

種の遺物が出土しているO　いずれも二次的に堆積したものである。重要と思わ

れるものを、抜き出し、Fig，39～44に図示した。個別の説明はTab，2・3をイキ

－18－



参照されたいO　ここでは出土遺物の概要について述べるO

出土遺物は、弥生時代の土器片が大量にあるが、磨耗が顕著で小さな破片が

多く図示し得るものは少なかった。時期的には弥生時代前期末から中期前半代

にかかるもので、182－192・193．194・270－274はこの時期の所産のものと思

われる。

出土遺物で主体となるのは、平安時代の遺物である。10世紀後半から12世紀

半ば頃におさまると考えられ、特に、中国産越州窯系青磁214・216．219・240

・250－256・258・263．267、新羅土器179～181、北末代白磁195・197．198．

241～243・245・246等は注意されるO

国内産の陶器で注意されるのは、東播磨産と考えられるコネ鉢238等がある。

SD01副葬品中の椀9と同様12世紀代のものと考えられる。

本遺跡の終末時期を推定する遺物に、鎌倉時代13世紀半ば頃の龍泉窯系青磁

256、口禿の白磁257等があるが、数量的にきわめて少なく、遺物の出土状況か

ら見ると、本遺跡の終末期は12世紀半ば頃と考えられる。

第4区溝SMO4馬下顎骨出土状況

－19－



第4章　結　　語
以上、調査所見について述べてきたが、今回の橋本榎田遺跡の調査成果につ

いてまとめると以下のようになる。

1、検出遺構について

橋本榎田遺跡の発掘調査は開発面積22，504．43㎡のうち、遺構の存在が予想

された6地点について調査区を設定し、総面積6，832・07㎡を調査した。各調査

区とも後世の削平や掘削等によって遺構の遺存状況は悪かった。検出遺構は、

第1区では氾濫原の一部の確認、第2区では平安時代後期の井戸SE02、第3

区では近代以降の土取り跡、第4区では土壙SD02、井戸SEOl．03．04、溝

状遺構SMO3・04、氾濫原、第5区では旧沖積台地上に1条の柵列SAOl、20

棟の掘立柱建物、木棺墓SDOl、溝状遺構SDO1．02、第6区では溝状遺構S

MO3～10、土壙SDO2～04があるO

これらの遺構群は、弥生時代前期末から中期初頭を上限として、下限が平安

時代末期頃までのものと考えられ、平安時代後期の遺構群が本遺跡を特色づけ

るものである。

以上の遺構群の先後関係は、遺構間の切合い関係、氾濫原と遺構との先後関

係、各遺構内の埋土、規模、方向性等を勘案すると、大きく2群に分けられ、

下記Tab，2のようになると推定された。

Tab，2　橋本榎田遺跡検出遺構編年表

掘立柱建物 方向性 柵列 ・溝状遺構 土壙 井　 戸 推定時期

土1期Ⅰ

土2期

SB12　SB13　S15

SB07．（SBli）・SB17・
SB20

つ

SM07

SM06
SM03
（SM01・05・08）

弥生時代ま
で遡るか
†
古墳時代
後期以降

…平安時代

－，．こ．－）
，／

′ヨ
猥 服 礁 一覧 蓋臓

削 。働 ．（ iC

C －．－／・．・．

．．．．11．－ －－ 1－ 1－－－－2－1期

2－2期

2－3期

S B 0 5 ・S B 0 3 1 4

S B O 9 ・S B 1 9

C／e

d †

S D O l

†

10世 紀 半

I

12 世 紀

S B O 2 ・S B 1 6 d （SM 0 4）

S B 0 8 ・S B 1 0 f （S A O l）

2－4期 S B O l ・S B 1 8 e Ⅰ S E 0 1 ・02

S B 0 4 ．S B O 6 ・（S B 18） e／C S M 0 2 ・09 ．10 S E 03 ・0 4 後　 半
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ナイフ形石器

越州窯系青磁

円面硯

2、出土遺物について

遺構の道春状況が悪かったこともあり、原位置で出土した遺物は少ない。第5

区木棺墓SDOl副葬遺物と第4区SMO4埋土中位に投棄された遺物群が比較的

まとまって出土したのみで、ほとんどが表土・包含層から出土した。出土量はコ

ンテナケースで約40箱分で、調査面積に比して量的にはさほど多くない量である。

時代別に出土遺物をみると、先土器時代の石器、弥生時代前期から中期前半

の土器・石器、古墳時代後期の須恵器、土師器、平安時代の国産土器（土師器、

須恵器、瓦器等）、瓦、須恵質陶硯、滑石製品（石鍋等）、中国産青磁・白磁、

朝鮮産陶器（新羅～高麗）、鎌倉時代の土師器．中国産青磁などがある。また

木製品、馬下顎骨等も出土している。

先土器時代のナイフ形石器18は形態的に見て当該時期終末に近い頃のものと

思われる。

弥生時代の土器片が大量にあるが、磨耗が顕著で小さな破片が多く図示し得

るものは少なかった。時期的には弥生時代前期から中期前半代にかかるもので、

182－192・193・194・270－274はこの時期の所産のものと思われる。磨製石鏃

46．47は前期後半代の大陸系のものと考えられる。黒曜石のチップ、玄武岩の

砕片等も出土しており、弥生時代のある一定期間において、当該地で集落ギ営

まれた可能性が高い。

出土遺物で主体となるのは、平安時代の遺物である0　9世紀代のものがわず

かにあり、10世紀後半から12世紀後半頃のものが主体となる。中国産越州窯系

青磁214．216・219・240．250－256．258・263．267、朝鮮産陶器179～181、

北末代白磁195・197・198・241－243．245・246等は、10世紀後半から11世紀

代の本遺跡の性格づけを行うにあたって重要な遺物である。国内産の陶器で注

意されるのは、9世紀代のものと考えられる須恵質の円面硯155があるO　また、

やや時代は降るが東播磨産と考えられるコネ鉢238、畿内系の瓦器13等があるO

これらはSD01副葬品中の椀9と同様12世紀半ば頃と考えられ、当該期の国内

流通の一端を知ることができる〇

本遺跡の終末時期を推定する遺物としては、鎌倉時代13世紀半ば頃以降と考

えられる龍泉窯系青磁256、白磁218、口秀の白磁257等があるが、数量的にき

わめて少ない。

したがって、遺物の全般的な出土状況および遺構のあり方から考えると、本

遺跡は、弥生時代前期後半から末期を上限とする弥生時代、古墳時代後期以降

の時期、平安時代後半から終末期の3時期に大きく区分できる（Tab，2）

3、まとめ

ここでは、橋本榎田遺跡の主体である平安時代後期の遺構群を中心に遺構配

置等について述べまとめとするO

遺構の構成を見ると、おそらく氾濫原が形成された古墳時代後期以降から奈

良時代もしくは平安時代初期を境として遺構の配置のあり方が、大きく変化し
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早良区条里

駅路

平安時代後期
居館跡

ていることがわかる。すなわちそれ以前の遺構群はSM03をはじめとする磁北

から西へ大きく偏する溝状遺構に規制されたあり方を示しているのに対して、

それ以降の平安時代後期以降と考えられる遺構群はSM04の方向性にほぼ規制

されているとみなすことができる。

日野氏によると、早良平野の条里は単一条里区からなり、その南北基軸線の

方向は座標軸北から7。20′西に偏しており（東西軸は97。20′西偏）、また駅路

は『和名抄』に記す田部郷（現在の小田部）とその南に続く有田の間を復元条

里に平行しながら東西に横断すると想定している（Fig，10の点線）。

この復元案と、先述の溝SM04の配置関係を図化するとFig，10の様になる。

SM04の復元条里における位置は、駅路推定線から南へ7町（約750m）下っ

た東西堂境（現在この境は大字橋本と大字戸切の境界である）から北へ約1町

上った東西坪境上にほぼ近い。またSM04の主軸方位は磁北から西へ92。20′偏

している。国土地理院座標軸に換算するとN－98。21′－Wとなり、方位の上で

は約1。のずれがあるが、検出範囲が狭いこともあり大局的にはほぼ合致して

いると考えられる。

したがって、今回の調査で検出されたSM04およびそれと方向を同じくする

SB08等の建物群は、条里地割りに規制されたものと想定でき、その開始時期

は遡って10世紀後半代以降と一応考えられる。なお、SM04から南へ約1町下っ

たの東西里境は額田郷と平群郷との郷境にあたる可能性が高く、本遺跡は額田

郷内に属する遺跡と考えられる。

これらの遺構から構成される本遺跡の性格については、先述した遺物から見

て、在地豪族層の居館跡と一応考えておきたい。SB01等は建物施設の内主要

な建物とみなすことができ、総柱の高床倉庫と考えられるSB08等の大型家屋

の存在は一時期当該地が郷倉的な機能を有していた可能性も示唆しているO

Fig，10　復元条里と橋本榎田遺跡の位置（1／50，000・1／8，000）
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Tab，3橋本榎田遺跡出土土器・陶磁器所見一覧表　凡例（霊呈票監禁Oは復元値

Fig P L

掲 載

遺物

番号

遺物

登録

番 号

種 類 器 種
法　　 量 （cm） ．形 態 ． 技 法 上 の 特 徴

出土遺構
口径 器高 底径 高台高 高台径 成形 ．製作手法の特徴 色　 調 胎 土 焼 成

30 14 1 64 6 土師吉 丸底杯 14．7 3・8 － － －
言縁部内面 ～体部外 面は回転 ナデ。内

面にヘラ先による暗文有 O 回転糸切底 O 明褐色 良 良 S B 0 2

30 14 3 ’64 9 土師器 皿 10．8 1．2 7．7 － －
口縁部内～外面はヨコナデ。
板 目圧 痕有。 明褐白色 良 軟 S D 0 1

P 2

30 14 4 65 0 土師器 皿 10．7 1．3 8．2 － －
口縁 部内～外面はヨコナデ。
板 目圧 痕有。 明褐白色 良 軟 S D 0 1

P 3

3 0 5 65 2 土師器 皿 10．4 1．6 8．2 － － 口縁 部内～外面はヨコナデ。 明褐白色 良 軟 S D O l
P 6

3 0 14 6 65 1 土師器 皿 10・8 1・4 7・8 － － 休 部及び口縁部 内～外面 はヨコナデ。 明褐 白色 良 軟 S D 0 1

P 4

3 0 7 65 5 土師器 皿 10・5 1・4 9・8 － － 口縁 都内一外面は回転ナデ。 明褐 白色 良 不良 S D 0 1

3 0 14 8 65 3
土師器
（内黒）

高台仲
椀 15・1 5・9 － 0．6 6．8

口縁 部内～外面 はミガキ。休 部内面はヘ

ラ先 による磨研 。高 台はナデツヶ。
黒灰色
外下半：明褐色 良 や や良 S D 0 1

P 8

3 0 14 9 65 4 土師器 椀 15．3 6．2 7・7 － －
口縁 部内～外面は回転エビナデ。
休部外面にロクロ回転による水引き痕有。回転ヘラ切り底。

灰一時灰色
体部 ：灰色

やや良 不良 S D 0 1
P 8

3 0 1 1 6 6 2 土師器
皿

言縁部片
（9・2） 1・4 6・6 － － 口縁 都内一外 面は回転 ナデ。 明褐 白色 良 やや良 S E O2

3 0 1 2 6 6 3
黒色
土器

椀
鹿部片 － － － 1．2 ．6・2 外面はナデツケ、指圧痕有 。 黒灰色 良 軟 S E O2

3 0 1 3 6 6 1 瓦器
椀

口縁部片
（16．5） 5・5 － － － 内～外 面ヘラミガキ。 灰 白色 良 軟 S E 02

3 0 15 6 85 須恵器 杯蓋片 1 1．6 3・7 － － －
内～外面 は回転ナデ。
回転ヘラ切り底 。 青灰色 良 堅緻 S M 03

D 7 下層

30 16 6 8 9 須恵器 杯蓋片 1 4．2 4・2 － － － 回転へラ切り底 。 青灰色 艮 堅緻 S M 03
D 8 最下層

30 14 1 7 6 84 須恵器 杯身片 1 1．7 4．05
受け部径 受け部かえ

－
内～外面は回転ナデ。 青色～

良 堅椒 S M 03
1 3．9 り高 1・0 回転ヘラヶズリ底 O 灰色 D 6．7下層

33 57 8 52 土師器 皿 片 9，0 1．4 7・0 － －
鹿 部内面 はヨコナデ 。回転ヘラ切 り底 。
板 目圧痕有 。他は回転ナデ。 明褐色 良 軟 S M 04

試 掘

33 58 8 72 土師由 皿 片 9・4 1．5 7・2 － －
鹿部 内面はヨコナデ。ヘラ切り底 。
板 目圧痕有 。他は回転ナデ。 明褐色 良 良 S M 04

33 59 8 73 土師器 皿 片 9．7 0．9 8．0 － －
ヘラ切り底。板 目圧痕有。
他は回転ナデ。

明褐～
明褐 白色

良 不良 S M 04

33 60 8 68 土師器 血 10．4 1．4 7．7 － － ヘラ切り底か ？他は回転ナデ。 明褐 白色 良 軟 S M 04

33 6 1 8 67 土師器 皿 10．2 1・2 7・0 － －
口縁都 内一外 面は回転ナデO
回転ヘラ切り底 。

明黄白色一

明褐 白色
良 軟 S M O 4

33 62 76 3 土師器 皿 9．1 1．3 7・4 － － ヘラ切り底か ？調整不明。 淡褐色 やや
粗い 不良 S M 0 4

下 層

33 63 85 3 土師器 ． 皿 片 （10．0） 1・4 8・4 － － 内面 一体部外 面はナデ。 明褐色 良 良 S M 0 4
ベルトlb層F 13

33 64 75 5 土師器 皿片 9．5 1・4 （7・1） － － ヘラ切 り。調査 不明。 淡褐色 やや
細 かい 不良 S M 0 4

F 13

3 3 ′6 5 86 9 土師器 皿 9・2 1．6 6・9 － －
内面 ～ 口縁 部外 面はヨコナデ。休 部外
面は回転 ナデ。ヘラ切り底。板 目圧痕有 O 明褐色 良 良 S M O 4

3 3 6 6 87 1 土師器 皿片 9．1 1・3 6．7 － －
内面 一 言縁 部外 面はヨコナデ。休 部外
面は回転 ナデ。ヘラ切り底。板 目圧痕有。 明褐色 良 良 S M O 4

3 3 6 7 87 4 土師器 皿片 9・4 （1・5） （7．6） － － 内 ～外面は回転ナデ。ヘラ切り底 。 明褐 白色 良 軟 S M O 4

3 3 6 8 87 0 土師器 皿 9．1 1・9 7．3 － －
内面～口縁部外面はヨコナデO 休部外面は回転ナデ。

ヘラ切り底。板目圧痕有。口縁部に油煙が付着。
灰褐 白色 良

良
（やや軟） S M 0 4

3 3

15

6 9 86 5 瓦器 椀片 15・7 4・5 － 0．5 6．0
内面 ～口縁部 外面は回転 ナデ後ミガキ。
内面に重ね焼き痕 、外面に指圧痕有 。 黒灰 色 良 良 S M O 4

3 3 7 0 86 6
内黒
土器

椀片 15・5 （5・3） － － －
高台剥離。 内面から言縁部外面を燻して

いる。調整痕 は不明瞭
黒灰色
外 ：明褐白色 良 不 良 S M 0 4

3 3 7 1 740 内黒
土器

椀 17．6 5．6 － 0・8 7・1
口縁都内一外面は回転ヘラミガキ。他ま手打ちヘラミガキ。
高台貼付後ヨコナデ。言縁部内面にコテアテ痕有。

淡灰白色

口縁 は黒変
細 かい 艮 S M 0 4

E 13

3 3 15

15

7 2 716 瓦器 碗 17．0 5．5 － 0・3 7．1
内面は回転ヘラ後ヘラ先による不定方向のミガキ。外面は

回転ヘラミガキO高台はナデツケ後手持ちヘラミガキ。
灰色
外，口縁部：黒色 良 良 S M O 4

P 5

33 7 3 7 60 瓦器 椀片 15・8 4・7 － 0・5 6．1 糸切り底。 灰 白色 やや
細 かい 不良 S M 0 4

1 層

33 74 7 59 瓦器 椀片 16．7 5・9 － 0・5 6．8
内面ヘラ先のナデツケ。口緑部内～外面は回転ヨコナデO
高台はげ ツケO休部外面下部に指圧痕。底にヘラ記号有O

灰 ～灰 白色
外，口緑：黒灰色 艮 艮 S M 0 4

1 層

33 75 8 64 白磁 血片 1 0・2 （2．5） （3．4） － －
外面ヘラケズ リ。鹿 部 ・体 部下部は露胎 。
内面見込に界線をめぐらす。

素 ：白色
釉：灰白色半透明

精良 堅緻 S M O4
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凡例（霊呈票霊慧㌘（）は復元値

F ig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種 ．頬 器 種
法　　 量 （c m ） 形 態 ・ 技 法 上 の 特 徴

出 土 遺 構

口 径 器 高 底 径 高 台 高 高 台 径 成 形 ・製 作 手 法 の 特 徴 色　 調 胎 土 焼 成

3 3 19 7 6 7 3 3 白 磁 皿

言 緑 部 片
1 0 ・0 （2 ．2） － － －

言緑 部外 面はヨコナデ、休 部外面は回転 ヘラケズリか ？

口 綾 部 内 面 ～ 外 面 休 部 施 釉 。

素 ：灰 白 色
釉 ：淡灰白色透明 良 堅 緻 S M O 4

D 1 3

3 3 7 7 7 3 4 白 磁
椀

言 縁 部 片 1 6 ．8 （4 ・1） － － －
休 部 外 面 下 部 ヨコナ デ 。

言 縁 部 内 面 一 休 部 外 面 施 釉 。

素 ：乳 白 色
釉 泊 濁色不透明 良 や や 良 S M O 4

D 1 3

3 3 7 8 7 5 1 白 磁
椀

言 緑 部 片 1 7 ．0 － － － －
内 面 ～ 言 縁 部 外 面 は 回 転 ナデ 。 休 部 外 面 は
回 転 ヘ ラケズ リ。 休 部 外 面 中 央 部 は 露 胎 。

灰 白 色
半 透 明

良 堅 緻 S M O 4

F 1 3

3 3 7 9 7 5 0 白 磁
椀

言 緑 部 片
1 6 ．5 － － － －

言 縁 部 外 面 は ナ デ 。 休 部 外 面 は ヘ ラケ ズ

リ、 下 半 以 下 は 露 胎 。

素 ：白 色
釉 ：灰 色透 明

良 堅 緻 S M O 4
F 1 3

3 3 8 0 7 4 6 白 磁 椀
鹿 部 片 － － － 0 ・7 5 ．4

休 部 外 面 下 半 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。
内 面 ～ 休 部 外 面 は 施 釉 。

素 ：淡 灰 白色

釉 ：白濁色不透明
良 良 S M O 4

F 1 3

3 3 8 1 7 4 8 白 磁 椀
鹿 部 片 － － － 0 ．9 5 ・1

高 台 は 回 転 ロ クロ仕 上 げ 。

高 台 外 面 は 露 胎 。 内 面 に櫛 描 文 。
黄 緑 灰 色 良 や や

不 良
S M O 4
F 1 3

3 3 8 2 7 4 7 白 磁
椀

鹿 部 片 － － － 1・3 6 ．0 内 面 に 沈 圏 線 1 条 。 櫛 目 文 を 有 す 。
素 ：灰 白 色
釉 ：灰 色透 明 良 堅 緻

S M O 4

F 1 3

3 3 1 5 8 3 7 4 4 青 磁 壺 胴 片 － （1 8 ．6 ） － － －
外 面 は ヨコナ デ 。 内 面 は 痕 を 残 す 。
内 ・外 面 施 釉 。

素 ：灰 白 色
釉 ：青灰色不透明

細 か い 良 S M O 4

F 1 3

3 4 8 4 8 6 1 土 師 器 皿 片 8 ．4 1．0 6 ．8 － －
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 糸 切 り底 。 明 褐 色 良 軟 S M O 4

崩 壊 層 上 面

3 4 8 5 8 6 0 土 師 器 皿 片 9 ・6 1・5 8 ・0 － －
内 面 は ヨコナ デ 。 言 縁 都 内 一 外 面 は 回 転

ナ デ 。 回 転 糸 切 り底 。 板 目圧 痕 有 。
明 褐 色 良 良 S M O 4

崩 壊 層

3 4 8 6 7 2 2 土 師 器 皿 片 9 ．1 1．2 6 ．6 － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 糸 切 り底 。 明 褐 色 良 軟 S M 0 4
P 1 3

3 4 1 5 8 7 7 6 2 土 師 器 皿 8 ・5 1．4 6 ・6 － － 糸 切 り底 。 淡 褐 色 細 か い や や 良
S M 0 4

1 層

3 4 8 8 7 2 3 土 師 器 皿 片 9 ・1 1・2 7．5 － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。 暗 褐 色 良 軟 S M 0 4

P 1 4

3 4 1 5 8 9 7 2 8 土 師 器 皿 片 9．1 1・2 7 ．5 － －
内 ～ 外 面 は ヨコナ デ 。 回 転 糸 切 り底 。
板 目 圧 痕 有 。

明 褐 色 良 軟 S M 0 4

P 1 9

3 4 9 0 7 1 7 土 師 器 皿 8・7 1．4 6 ・7 － －
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。
底 は ヘ ラ切 り後 ナ デ 仕 上 げ 。

灰 褐 色 良 や や 良 S M O 4
P 7

3 4 15 9 1 7 3 2 土 師 器 皿 9 ・2 1 ．5 7 ・0 － － ヘ ラ切 り底 。 淡 赤 褐 色 粗 い 不 良 S M 0 4
D 5

3 4 9 2 7 6 4 土 師 器 皿 片 9 ．6 1 ．0 7 ．3 － － ヘ ラ切 り底 。 板 目 圧 痕 有 。 淡 橙 色 細 か い 不 良 S M O 4
1 層

3 4 15 9 3 7 2 9 土 師 器 脚 付 杯 1 0 ・7 3 ．4
脚 底 径

6 ．4

脚 高

1 ．1 －
見 込 み は 不 定 方 向 の ヘ ラミガ キ 。 他 は 回
転 ヘ ラヶ ズ リ。ヘ ラ切 り底 。 板 目 圧 痕 有 。

明 褐 白 色 良 良 S M O 4

P 2 1

3 4 9 4 8 5 9 土 師 器 杯 片 1 6 ．6 （2 ．6） （1 3 ．0） － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。 暗 褐 ～
灰 褐 色

良 不 良 S M 0 4
崩 壊 層

3 4 16 9 5 7 7 2 瓦 器 椀 1 5 ．6 5 ．6 － 0 ・5 6 ．8
内 ～ 外 面 は ヘ ラ先 に よ るミガ キ 。
高 台 は ナ デ ツケ 。外 面 下 半 に 指 圧 痕 有 。

明 褐 色 良 軟 S M O 4
崩 壊 土 上 層

3 4 16 9 6 7 1 8 瓦 器 椀 1 6 ・0 5 ・3 － 0 ・6 6 ・7
内面 は回転 ナデ後 ミガキ。口 縁 部内 ～外 面 は回 転

ナデ 後ヘ ラミガキ。 高 台はナデ後 一 部ヘ ラミガキ。
明 灰 色 良 良 S M O 4

P 8

3 4 16 9 7 7 1 9 瓦 器 椀 片 1 6 ．5 5 ．0 － 0 ・5 6 ．8
内 一 体 部 外 面 は 回 転 ヘ ラミガ キ 。
高 台 は ナ デ ツヶ 。

灰 ～ 暗 灰 色

言縁外面 ：黒色
良 や や 良 S M O 4

P 8 ．9　 2 層

3 4 16 9 8 7 2 0 瓦 器 丸 底 杯 1 7 ．0 5 ・2 － － －
内面 はヨコナデ ．ミガキ。 休 部外 面 は回転 ヘラミガキ。
回転 ヘラ切り底 。板 目圧痕 の後 手持 ちヘラケズ リ。

灰 ～ 暗 灰 色

口緑外面 ：黒灰色
良 や や 良 S M 0 4

P 9 1 ．2 層

3 4 16 9 9 7 2 1 瓦 器 椀 片 1 6 ．6 5 ．9 － 0 ・5 6 ・0
見込みはヨコ方向のヘラミガキO 言縁部内～外面はナナメ
方向のヘラミガキ。外面は回転ヘラケズリ。高台は回転ナデ。

灰 ～ 暗 灰 色
内半分，口緑：黒灰色

艮 良 S M O 4
P l O

3 4 16 1 0 0 7 2 4 瓦 器 碗 1 6 ・8 5 ．3 － 0 ・6 6 ．1
内面 ～口縁部外面は手持ちヘラミガキ。休部外面は手持ち

ヘラミガキの後ヶズリ。高台はヨコナデ。板 目圧痕有 。

内 ：黒 銀 灰色

外 ：黒灰～暗灰色
艮 良 S M 0 4

P 1 5

3 4 16 1 0 1 7 2 5 瓦 器 椀 1 6 ・5 4 ・5 － 0 ・7 6 ．3
内 面 は ヨコ 方 向 の ヘ ラミガ キ 。 口 縁 ～ 休

部 外 面 は 回 転 ヘ ラミガ キ 。 ヘ ラ記 号 有 。

灰 色 ～暗 灰色

言 緑 ：黒 灰色
良 良 S M 0 4

P 1 6

3 4 16 1 0 2 7 2 6 瓦 器 椀 片 1 6 ・6 5 ．1 － － － 内 ～ 外 面 回 転 ヘ ラミガ キ 。 暗 灰 褐 色 良 良 S M O 4

P 1 7

3 4 16 1 0 3 7 2 7 瓦 器 椀 片 1 7 ．2 5 ．8 － 0 ．5 7 ・7
内 ～口縁 部 外面 はナデ 後ヘ ラミガキ。 休部 外 面は

ヘラミガキ。高 台はナデ 。回 転 糸切 り底 。
黒 灰 ～ 灰 色 良 や や 良 S M 0 4

P 1 8

3 4 16 1 0 4 7 3 0 瓦 器 椀 片 1 6 ．1 5 ・2 － 0 ．6 6 ・0
内 ～ 外 面 は 手 持 ち ヘ ラミガ キ 。 高 台 は ナ
デ ツヶ 。 底 は 板 目 圧 痕 をナ デ ツ ヶ。

内 ：黒灰～銀灰色
外 ：黒灰～暗灰色

良 良 S M 0 4
P 2 2

3 4 1 0 5 8 6 3 白 磁 椀
鹿 部 片 － － － 0 ・8 6 ．8 高 台 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ、 露 胎 。

素 ：白 色

釉 ：青緑 透 明
良 堅 緻 S M 0 4

3 4 16 1 0 6 7 1 5 白 磁 椀 1 5 ．4 6 ．0 － 0 ・9 6 ・4
休 部 外 面 は ヨコナデ 、 下 半 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ。

見 込 み に 釉 輪 ハ ギ 、 その上 に胎 土 日が 残 る。

空 色 がか った
灰 白色 半 透 明 や や 良 堅 緻 S M 0 4

P 2

3 4 1 0 7 8 5 7
越 州 窯

系 青 磁

椀

鹿 部 片 － － － 0 ・5 7 ．0 畳 付 に 目 痕 。 全 面 施 釉 。 赤 褐 色 良 堅 緻
S M O 4
崩 壊 層

3 4 1 0 8 8 5 8
越 州 窯
系 青 磁

皿
鹿 部 片 － － 5 ・7 － － 見 込 み ．畳 付 に 目 痕 。 畳 付 は カキ トリ。 茶 褐 色 良 堅 緻 S M 0 4

崩 壊 層
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凡例（霊呈票讐㌫票田は復元値

F ig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種 類 器 種
法　　 量 （cm ） 形 態 ． 技 法 上 の 特 徴

出土 遺 構
口 径 甲 高 底 径 高 台高 高 台径 成 形 ．製 作 手 法 の 特 徴 色　 調 胎 土 焼 成

3 4 19 10 9 75 7 白磁 椀
言縁 部片 15 ・2 － － － － 休 部 外 面 は 回 転 ヘ ラヶズ リ、下 位 は露 胎 。 白色 透 明 良 、 堅緻 S M O4

1 層

3 4 11 0 76 8 陶器 鉢 片 25 ．6 1 1．2 12 ・8 － －
内 ～外 面 ヨコナデ 。口 縁 部 内 面 は貼 付 。 暗 灰 褐 色 一

時 紫 灰 褐 色
良 良 S M O4

2 層

3 5 16 11 1 790 土 師 器 小 皿 9 ．0 1 ．5 7 ・6 － － 内 ～外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 。 淡 褐 色 細 か い 良 S M O4

2 層

3 5 16 11 2 79 3 土 師 器 小 皿 片 （8 ．8） 1 ．4 （6 ・6） － － 言縁 部 内 ～ 外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 。 淡 黄 白色 細 か い や や 艮 S M O4

2 層

35 16 11 3 7 9 1 土 師 器 小 皿 9 ・4 1 ．4 7 ・9 － － 内 ～外 面 ヨコナデ 。ヘ ラ切 り底 。 淡 褐 色 細 か い や や 良 S M O 4
2 層

35 16 11 4 79 2 土 師 器 小 皿 片 （9 ．8） 1 ・4 （8 ．6） － － 内 ～外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 O 淡 灰 褐 色 細 か い や や 良 S M O4
2 層

35 115 79 4 土 師 器 小 皿 片 （8 ．8） 1 ．4 （6 ・0） － －
内 ～外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 。
板 目圧 痕 有 。 淡 褐 色 細 か い や や

不 良
S M O4

2 層

35 16 116 7 8 9 土 師 器 小 皿 9 ．2 1 5 7 ・9 － －
内 ～外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 5
板 目圧 痕 有 。 淡 褐 色 細 か い 良 S M O4

2 層

35 11 7 7 95 土 師 器 小 皿 片 （9 ・0） 1 ・2 （5 ・0） － － 内 一外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 。 淡 褐 色 細 か い や や 良 S M O 4
2 層

35 118 7 98 土 師 器 小 皿 片 （9 ・6） 1 ．1 （8 ・0） － ．

内 ～外 面 ヨコナデ 。ヘ ラ切 り底 。
板 目圧 痕 有 。 淡 赤 褐 色 細 か い 良 S M O 4

2 層

35 119 7 96 土 師 器 小 皿 片 （9 ．6） 1 ・2 （7 ．3） － －
内 ～外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 。
板 目圧 痕 有 。 淡 赤 灰 色 細 か い 良 S M O 4

2 層

35 120 7 9 7 土 師 器 小 皿 片 （9 ・8） 1 ・3 （7 ・7） － － 内 ～外 面 ヨコナデ 。 ヘラ切 り底 。 淡 黄 白色 細 か い 不 良 S M O4
2 層

35 12 1 7 88 土 師 器
丸 底 杯
片 16 ．4 2 ．5 （12 ・6 ） － －

内面 は ミガキか ？口 縁 部 内 面 一休 部 外 面
は ヨコナ デ。 ヘラ切 り底 、指 圧 痕 有 。 褐 色 細 か い 良 S M 0 4

2 層

35 122 7 87 土 師 器
丸 底 杯
片 15 ．3 3 ・3 7 ．8 － － 内 ～外 面 はヘ ラヶズ リ。 赤～明褐 白色

鹿 部 ：黒 色 良 や や 軟 S M 0 4

2 層

35 123 7 84 瓦 器 椀 16 ．7 － － － －
内外 面 とも丁 寧 なヘラミガキ。

口縁 部 は 玉 線 状 に肥 厚 す る。
明褐 白色 良 硬 S M 0 4

2 層

35 16 124 7 74 瓦 器 椀 片 （15 ・4 ） 5 ．2 － 0 ・7 6 ．5
内 面 には ヘ ラ暗 文 。 外 面 下 半 には 不 定
方 向の ヘラミガキ。

黒 灰 色 ～
暗 灰 申 良 良 S M 0 4

2 層

35 17 125 7 75 瓦 器 椀 16 ．6 5 ・4 － 0 ・5 6 ・7
内 ～外 面 は ヘ ラミガキ。高 台 はナデ ツヶ。
休 部外面 下位 に指圧 痕。底に板 目圧 痕有 。

窯 灰 色
内 ：灰 色 良 良 S M 0 4

2 層

35 17 126 7 76 瓦 器 椀 片 16 ．3 5 ．5 － 0 ．5 6 ．9
内面 は横 方 向 の ヘラミガ キ。外 面 体 部 下
位 はナ ナメ方 向 の ヘラミガキ O

黒 灰 ～
暗 灰 色 良 軟 S M O 4

2 層

35 17 127 7 77 瓦 器 椀 片 17 ・4 5 ．8 － 0 ・4 6 ・3 内 ～外 面 ヘラミガ キ。 高 台 はナ デツヶ。
外 ：黒 褐 色

～ 灰 申
良 軟 S M O 4

2 膚

35 128 7 69 白磁 椀
鹿 部 片 － － － 2 ．3 6 ．5 高 台 内は 円 形 の焼 き台 （ハ マ）を使 用 。

素 ：白色
釉：乳白色半透明 良 良 S M O 4

2 層

35 129 7 70 白磁 椀

．口縁 部 片
16 ．2 （4 ．8） － － － 内 ～外 面 に施 釉 。 素 ：淡灰白色

釉：白濁色不透明 良 良 S M O 4
2 層

35 17 1 30 7 80 瓦 器 椀 片 16 ．9 5 ．0 － 0 ．5 6 ．7
口縁 部 内 ～ 体 部 外 面 はヘ ラミガキ。
高 台 は ナデ ツヶ O

内 ：黒 灰 色

外 ：暗灰～灰色
良 や や 良 S M 0 4

2 層

35 17 1 3 1 7 8 1 瓦 器 碗 片 16 ．5 5 ．2 － 0 ．7 7 ・3
口縁部内～体部外面はヘラミガキ。高台はナデツケ。
体 部 外 面 下 位 ～ 高 台 に指 圧 痕 。

内 ：黒 灰 色
外 ：灰 色 良 や や 艮 S M O 4

2 層

35 1 32 7 82 瓦 器 椀 16 ・5 4 ．7 － 0 ．5 8 ・4
や や 浅 め の腕 。 体 部 中 央 に弱 い稜 線 が

めぐる。
黒 灰 色 －
灰 白 色 良 良 S M O 4

2 層

3 5 17 1 33 78 3 瓦 器 椀 片 16 ．6 5 ．3 － 0 ．4 5 ．8
内～外面はヘラミガキ。体部外面下位は指圧痕後、
不 定 方 向 のヘ ラミガキ。高 台 内 はヘラミガキ。

口縁 部 ：
黒 灰 色 良 良 S M O 4

2 層

3 5 1 34 78 5 土 師 吉 碗 16 ・3 （4・7） － － －
高 台 剥 離 。 内 外 面ともに丁 寧 なヘラミガキ。

口縁 部 は 丸 くおさまる。
明 褐 白色 良 良 S M 0 4

2 層

3 5 13 5 78 6 土師 器 椀 17 ・4 5 ．0 － 0 ・8 （7．6） 内 外 面 ともヘ ラミガキ。 休 部 上 位 に弱 い稜

がめぐる。 指 圧 痕 が残 る。
明 ～
赤 褐 白色

良 軟 S M O 4
2 層

3 6 17 13 6 74 1 土師 器 皿 9 ．0 1．2 6 ．7 － － 内 ～外 面 ヨコナデ 。ヘ ラ切 り底 。 褐 色 細 か い 良 S M O 4

E 13

3 6 17 13 7 83 4 瓦 器 皿 10 ・0 1・6 8 ．0 － － 内 ～ 外 面 ヨコナデ 。底 に指 圧 痕 有 。 灰 色 細 か い 堅 緻 S M O 4
2 b 層 F 1 3

3 6 13 8 82 6 土 師 器
丸 底 杯
片

（13 ．4 ） 乙 6 （8 ．5 ） － － 外 面 ヨコナデ 。 ヘ ラ切 り底 か ？ 暗 褐 色 細 か い 不 良 S M O 4
2 a b 層

3 6 17 13 9 77 3 瓦 器 椀
言 縁 部 片 15 ・9

（5 ・5 ） － 0 ・6 （6 ．1） 内 ～ 外 面 は ナデ の後 ミガキ。 黒 色 ～
暗 灰 色 良 良 S M O 4

2 層

3 6 17 14 0 77 8 瓦 器 椀 15 ．8 4 ・9 － 0 ．5 6 ．5
外面の口縁～休部は回転げ 、休部～鹿部は手持ちヘラミガキ。
高台 はナデツケ。休 部外面 下位に指圧痕 。

黒 灰 色
外下半：灰～暗灰色

艮 良 S M P 4
2 層

3 6 14 1 8 2 4 瓦 器 椀 片 （17 ・6） 5 ・6 － 0 ．5 （6 ．5 ） 内面～外面はヨコナデ。体部外面に板 目痕有 O
高台は断面三 角を呈 し、貼付後ヨコナデ。

外 ：黒 灰 色
内 ：灰 白 色 細 か い 聖 顔 S M O 4

2 a b 層
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凡例〈悪霊票霊慧㌘（）は復元値

F ig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種 類 器 種
法　　 量 （cm ） 形 態 ・ 技 法 上 の 特 徴

出 土 遺 構

口 径 器 高 底 径 高 台 高 高 台 径 成 形 ・製 作 手 法 の 特 徴 色　 調 胎 土 焼 成

3 6 1 4 2 8 2 5 瓦 器 碗 片 （1 7 ．6 ） － － － －
口縁部外面は回転ヘラケズリ。休部外面は手持ちヘラミガキ。
高 台 内 は ヘ ラ切 り、 板 目痕 有 。

灰 白 色
外属 灰色～黒色

細 か い 堅 緻 S M O 4

2 a b 層

3 6 17 1 4 3 8 3 8 瓦 器 椀 1 6 ．1 5 ・3 － 0 ・9 7 ・4
外 面 は 手 持 ち 回 転 ヘ ラミガ キ 。 高 台 は ナ
デ ソケ 。 内 底 は 横 方 向 の ヘ ラミガ キ。

黒 灰 色 ～
黒 銀 灰 色

良 や や 軟 S M O 4
2 層

3 6 1 4 4 8 5 4 白 磁
椀
高 台 片 － － － 1 ・4 5 ・5

高 台 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。 露 胎 、 胎 土 に は
細 か な黒 色 斑 含 む （Ⅴ 類 ）

白 色 不 透 明 良 堅 緻 S M O 4
ベル ト2b層 F 13

3 6 1 4 5 7 3 9 白 磁
椀
高 台 片 － － － 2 ．0 5 ・3

内 ～ 外 面 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ。
高 台 は 露 胎 。

灰 白 色 透 明 良 堅 緻 S M O 4
E 1 3

3 6 1 9 1 4 6 8 2 9 白 磁 椀
－ － － 0 ・6 5 ．0

内 ～ 外 面 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。 素 ：白 色 や や 堅 緻 S M O 4

高 台 片 高 台 は 露 胎 。 釉：淡黄白色半透明 粗 い 2 b 層

3 6 1 9 1 4 7 7 3 7 白 磁 皿
口 縁 部 片 9 ．6 2 ・5 3 ・4 － － 休 部 外 面 は ヨコ ナ デ 。 底 は ナ デ 。

恥 黄味の掛 壙 白色
半 透 明

良 や や 良 S M O 4
E 1 3

3 6 1 9 1 4 8 8 2 3 白 磁 皿
口 縁 部 片

（1 0 ・2） 2 ．6 （5 ．3） － －
言 縁 部 内 面 ～ 体 部 外 面 に 施 釉 。

素 ：灰 白 色

釉 ：灰 色 透 明
良 良 S M O 4

2 a b 層

3 6 1 4 9 8 1 7 白 磁
椀
高 台 片 － － － 1 ．7 6 ．2 休 部 外 面 に施 釉 。

素 ：灰 白 色

釉：乳白色不透 明
良 良 S M O 4

2 a b 層

3 6 1 5 0 7 3 8 白 磁
椀

口 縁 部 片
1 5 ・2 （5 ・2） － － －

口緑 部外 面 はヨコナデ。休 部 外面 は回 転ヘ ラケズ リ。

言 縁 部 内 面 ～ 休 部 外 面 に 施 釉 。

素 ：灰 白 色
釉乳 白色不透明 良 堅 緻

S M 0 4

E 1 3

3 6 1 7 1 5 1 8 3 3 白 磁 椀 1 5 ．2 7 ・4 － 0 ・9 7 ・4 休 部 外 面 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ、下 位 は 露 胎 。
淡 黄 白 色
不 透 明

良 堅 緻 S M O 4
2 b 層 F 1 3

3 6 1 5 2 9 0 3 須 恵 器
－＝白．宣言

言 縁 部 片 1 8 ・8 － － － － 頚 部 に 9 条 の 櫛 捕 文 。 灰 白 色 良 堅 緻 S M O 4

2 a b 層

3 6 17 1 5 5 9 0 5 須 恵 器 円 面 硯
－外 径

1 1 ．8

海 径

8 ．0 － － －
海 部 に は 調 整 痕 が そ の ま ま残 る 。 青 灰 ～ 灰 色 や や

粗 い
や や 軟 S M O 4

2 a b 層

3 7 1 5 9 7 6 7 須 恵 器
甕

2 5 ・2
胴部最大径

－ － －
口緑 部内～外面はヨコナデ。休部 内面はアテ具後ヨコナデ。 灰 色 ～ 艮 や や 軟 S M O 4

口縁 部 片 3 8 ．0 休 部 外 面 ま平 行 タタキをナナ メ格 子 状 に 施 す 。 灰 青 色 2 層

3 7 1 6 0 8 4 2 土 師 器 皿 8 ．9 1．1 7 ・1 － －
見 込 み は ヨコナ デ 。内 面 ～ 外 面 は ロク ロ回

転 ナ デ 。回 転 ヘ ラ切 底 。板 目 圧 痕 有 。
明 褐 色 良 や や 軟

S M O 4

2 層

3 7 1 6 1 8 4 3 土 師 器 皿 9 ・1 1・1 6 ．7 － － 回 転 ヘ ラ切 り痕 か 。 明 褐 色 良 や や 軟 S M O 4

2 層

3 7 1 6 2 8 4 1 瓦 器 椀 1 6 ・3 5 ・0 － 0 ．4 6 ．2
内 外 面 ヘ ラミガ キ 。 休 部 中 位 は 一 部 ヘ ラ

ケ ズ リ。 一 部 銀 灰 色 。

黒 灰 ～
灰 褐 色

良 良 S M O 4
2 層

3 7 1 6 3 8 3 9 瓦 器 椀 1 6 ．1 4 ・8 － 0．6 7．2
休 部 外 面 は 指 圧 痕 の 後 、 ヘ ラミガ キ 。
高 台 は ナ デ ツ ケ 。 内 面 に重 ね 焼 き痕 有 。

黒 灰 ～
暗 灰 色

艮 良 S M O 4
2 層

3 7 18 1 6 4 8 3 7 瓦 器 椀 1 5 ・4 5 ・1 － 0 ・5 6 ．1
内 面 ～ 言 縁 部 外 面 は ヘ ラミガ キ。
休 部 外 面 は ナ デ 後 ヘ ラミガ キ 。

灰 ～ 暗 灰 色
外，口緑 ：黒灰色 良 軟 S M 0 4

2 層

3 7 1 6 5 8 7 8 須 恵 器 杯 身 1 1・2 （4．2） 受 部外径 受部立上り高 －
内 面 ん 体 部 外 面 は 回 転 ナ デ 。 灰 ～

良
や や S M 0 5

1 3 ．8 0 ・6 回 転 ヘ ラ切 り底 。 灰 白 色 堅 緻 覆 土 上 層

3 7 18 1 6 6 8 3 5
越 州 窯
系 青 磁

小 椀 1 0 ・0 4．0 － 0 ．5 5 ．2
高 台 ・休 部 下 部 露 胎 O　見 込 内 底 に は 押

捺 印 花 文 。 口 縁 部 は や や 内 湾 気 味 O

黄味のあ 淡利 一ブ
色 半 透 明

細 か い 良 S M O 4

2 層

3 7 18 1 6 7 8 3 6 白 磁 椀 1 6 ・3 6 ．8 － 0 ・8 7 ．．3 休部外面下位～高台は回転ヘラケズリ。休部外面下位の一部は露胎
畳 付 部 は 、な め らか に 研 磨 。

淡 黄 白 色
不 透 明

良 堅 緻 S M O 4
2 層

3 7 18 1 6 8 7 3 1 土 師 器 皿 9 ・4 1 ．6 6 ・9 － －
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 底 は 回 転 ヘ ラ切 り
後 板 目 圧 痕 をナ デ 。

灰 ～
灰 褐 色

良 軟 S M O 4
P 2 8

3 7 1 6 9 8 5 6 土 師 器 皿 1 0 ・3 （1 ・4） （7 ．7） － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。 明 褐 白 色 艮 良 S M O 4
粗 砂 層

3 7 1 7 1 8 4 8 白 磁
椀
鹿 部 片 － － － 1 ・2 6 ．5

見 込 み は 輪 状 カキ トリ。高 台 は 回 転 ヘ ラケズ リ。

高 台 内 はヘ ラケ ズ リ。休 部 外 面 下 位 は露 胎 。

素 ：黄 白 色
釉黄灰白色不透明 良 堅 緻 S M O 4

5 層

3 9 1 7 6 4 4 1 土 師 器 皿 9 ・1 1 ・3 6 ・8 － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。 明 褐 白 色 良 軟 5 区 表 採

3 9 1 7 7 4 3 1
龍 泉 窯
系 青 磁

椀 － － － 0 ・7 4 ・7 内 面 に 草 花 文 O 高 台 は 露 胎 O や や 小 振 りO
モ ス グ リー ン
透 明

良 堅 緻
表 採
（試 掘 ）

3 9

1 9

1 7 8 4 3 6
龍 泉 窯

系 青 磁
輪 花 椀 （1 2 ・8） 5 ・2 － 0 ・7 4 ・3

見 込 み に 釉 ダ マ リ。 畳 付 は 釉 を カ キトリ。
高 台 内 は ヘ ラヶズ リ。

素 ：灰 白 色

釉 ：モスグリーン
良 堅 緻

表 採
（試 掘 ）

3 9 1 7 9 4 0 5
朝 鮮
陶 器

甕

口 縁 部 片
（1 9 ．8）

－ － － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。
黒 灰 色
断 ：青～赤紫色 良 良

6 区
表 土 層

3 9 1 8 0 4 3 4
新 羅
陶 器 甕 片 － － － － －

内 面 は 平 行 目 ア テ 。外 面 は 格 子 目 タタキ 。

外 面 に タタキ後 ナ デ 仕 上 げ の 三 角 突 帯 貼 付 。

青 灰 一 時 灰 色
断 ：暗 赤 褐 色

良 堅 緻 表 採
（試 掘 ）

3 9 1 8 1 4 0 3
新 羅 甕

－ － － － －
内 面 は 平 行 タタキ 後 軽 くナ デ 。 青 灰 ～ 良 堅 緻 6 区

陶 器 鹿 部 片 外 面 は タタキ 後 横 方 向 の ハ ヶ 目 調 整 。 暗 褐 色 表 土 層

4 1 1 9 5 4 4 6 白 磁 輪 花 椀
鹿 部 片

（1 3 ．8） 4 ．6 － 0 ．9 4 ．8
休 部 外 面 ～ 高 台 は ヘ ラケ ズ リ。
内 面 に 櫛 描 に よる草 花 文 。

白 色 良 堅 緻
包 含 層
（試 掘 ）

4 1 1 9 6 4 5 2 土 師 器 皿 9 ．8 1 ．5 7 ．8 － －
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。 暗 褐 色 良 ．軟

包 含 層 1 区
台 地 落 1 層

4 1 1 9 7 4 4 8 白 磁
椀

口 縁 部 片
（1 5 ．1） － － － － 休 部 外 面 下 位 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。 白 色 良 堅 緻

包 含 層
（試 掘 ．南 台 下）
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凡例（霊呈票監禁（）は復元値

F ig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種 類 器 種
法　　 量 （c m ） 形 態 ． 技 法 上 の 特 ′微

出 土 遺 構
口 径 器 高 底 径 高 台 高 高 台 径 成 形 ．製 作 手 法 の 特 徴 色　 調 胎 土 焼 成

4 1 1 9 8 4 4 9 白 磁
椀
鹿 部 片 － － － 1 ・6 5 ・7 体 部 外 面 下 位 ～ 高 台 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。

素 ：灰 ～白 色

釉 ：青緑色透明
良 堅 轡 包 含 層

4 2 1 8 2 0 0 5 2 1 土 師 器 皿 9 ・4 1 ．6 7 ．3 － －
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。
底 は 回 転 ヘ ラ切 り後 板 目 圧 痕 を ナ デ 。 褐 白 色 艮 軟

包 含 層 4 区

台 地 落

4 2 2 0 1 4 8 5 土 師 器 皿 1 0 ．1 1 ・4 8 ．8 － －
言 縁 部 外 面 は 回 転 ナ デ 。
底 は 回 転 へ ラ切 り後 板 目 圧 痕 。 褐 ～ 暗 褐 色 良 軟

包 含 層 4 区

H 14 トレンチ

4 2 1 8 2 0 2 5 3 6 土 師 器 血 9 ・6 1 ．4 6 ．7 － －
内 底 は ヨコナ デ 。 口 緑 都 内 一 外 面 は 回 転
ナ デ 。 底 は 回 転 ヘ ラ切 り後 板 目 圧 痕 。 明 褐 白 色 、艮 軟

包 含 層 4 区
台 地 落 3 層

4 2 2 0 3 5 2 2 土 師 器 皿 9 ．6 1 ．7 6 ．2 － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 糸 切 り底 。 明 褐 色 良 軟
包 含 層 4 区
台 地 落

4 2 2 0 4 5 3 2 土 師 器 杯 （1 3 ．1） 3 ．1 9 ．2 － －
内 底 は ヨコナ デ 。 言 縁 部 内 ～ 外 面 は 回 転

ナ デ 。 糸 切 り底 か 。
包 含 層 4 区
台 地 落 覆 土

4 2 2 0 5 4 8 4 土 師 器 丸 底 杯 （1 6 ．3） 3 ．8 － － －
内 ～ 外 面 は ナ デ 。 内 底 に 指 圧 痕 。
底 に板 目圧 痕 。 明 褐 色 良 軟 包 含 層 4 区

H 1 4トレンチ

4 2 1 8 2 0 6 4 8 3 土 師 器 椀 （1 4 ．8） 5 ・6 － 0 ・9 6 ．8
内 底 は ヨコナ デ 、 指 圧 痕 有 。
高 台 は 回 転 ナ デ 。

明 褐 色

口緑内面 ：黒灰色
良 や や 硬

包 含 層 4 区

H 14台 下 2 層

4 2 2 0 7 5 0 7 瓦 器 椀 （1 6 ・2） 5 ．0 － 0 ．6 7 ．0
内 ～ 外 面 は や や 粗 い ヘ ラミガ キ O
高 台 は ナ デ ツ ヶ 。 黒 色 良 や や 硬

包 含 層 4 区
台 地 下

4 2 2 0 8 4 6 7 土 師 器 丸 底 杯 （1 5 ・6） 3 ．8 － － － 底 は 回 転 ヘ ラ切 り後 、 ナ デ 。 明 褐 白 色 良 軟
包 含 層

H 13台 下 2 層

4 2 18 2 0 9 4 7 8 瓦 器
椀
鹿 部 片 （1 6 ・5） 4 ．6 － 0 ．5 6 ．2

内 一 口 縁 部 外 面 は 横 方 向 の ヘ ラミガ キ 。

体部外 面は手持 ちヘラミガキO高台はヘラミガキ後、ナデ。
灰 ～ 黒 灰 色 艮 硬 包 含 層

H 1 3秒 層

4 2 2 1 0 4 6 5 土 師 器 椀 （1 5 ・4 ） 5 ．8 － 0 ．9 6 ・7
内 底 は 不 定 方 向 の ナ デ 、 指 圧 痕 有 。
外 面 は 回 転 ナ デ 。 高 台 は ナ デ ツケ 。 明 褐 白 色 良 軟 包 含 層

H 12台 下 砂 層

4 2 18 2 1 1 4 9 0 白 磁 ミニ チ ュア
皿 3 ．8 1．6 － 0 ・5 2 ・3 体 部 外 面 ～ 高 台 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。

素 ：白 色
釉 ：透 明 良 堅 緻

包 含 層 4 区

H 1 5

4 2 2 1 2 5 0 2
高 照
青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 0 ．6 4 ．8 高 台 内 に 部 分 的 に 釉 が か か る。

素 ：灰 色
釉 ：半 透 明 良 堅 緻

包 含 層 4 区
台 黒

4 2 2 1 3 5 0 3 白 磁
蓋 ま た は

瓶

蓋外径5．7

瓶口径2．4

推定 高台

4 ・2
つまみ推定
径 1．4 － － つ まみ は 宝 珠 形 か 。 素 ：白 色

釉 ：半 透 明
良 堅 緻 包 含 層 4 区

台 地 下

4 2 2 0 2 1 4 6 2 8
越 州 窯
系 青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 0 ．4 5 6 ．1

見 込 み に 目 痕 。

高 台 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ。
釉 が 剥 楽 良 堅 緻 包 含 層 4 区

3 層 酸 鉄 混

4 2 2 0 2 1 5 5 2 8
灰 釉 椀

－ － 7 ・0 － －
内 外 面 に 薄 い オ リー ブ 色 の 釉 を施 釉 。 素 ：灰 色

良 良 包 含 層 4 区
陶 器 鹿 部 片 胎 土 は 須 恵 質 で 灰 色 。 釉 ：透 明 台 地 落 覆 土

4 2 2 1 6 5 0 1
越 州 窯
系 青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 1．1 7 ・0 高 台 内 に 目 痕 。 内 ～ 外 面 ともに 施 釉 。

素 ：灰紫～灰色
釉 ：モスグリーン 良 良

包 含 層 4 区

台 黒

4 2 2 1 7 4 6 4 白 磁 皿
言 縁 部 片 9 ・4 － － － －

内 面 か ら口 縁 部 外 面 に 施 釉 。

言 縁 部 は 玉 線 状 に 肥 厚 す る。

ス リ ガ ラ ス
状 半 透 明 艮 堅 椒

包 含 層

H 12台 下砂層

4 2 19 2 1 8 5 2 4 白 磁
椀

口 縁 部 片 － － － － － 外 面 に ヘ ラ片 彫 に よる花 文 。 釉 ：透 明
部分的に青白色 良 堅 緻

包 含 層 4 区
台 地 落 覆 土

4 2 2 1 9 5 1 5
越 州 窯 椀

－ － （1 0 ・2 ） － －
体 部 外 面 下 位 に 水 び き痕 。 素 ：灰 色 良 堅 緻 包 含 層 4 区

系 青 磁 鹿 部 片 見 込 み に 目 痕 。 釉 ：オリーブ色 台 地 落

4 2 2 2 0 4 7 7 白 磁 椀 （1 5 ・7） 6 ・5 － 0 ．8 5 ・5
内 面 に 6 本 の 自 堆 線 。 体 部 外 面 中 ～ 下
位 は 回 転 ヘ ラケズ リ、 下 位 は 露 胎 。

素 ：白 色

釉 ：黄褐色不透明
艮 堅 緻 包 含 層

H 1 3 砂 層

4 3 2 2 6 4 8 1 ．白 磁 皿
鹿 部 片 － － 3 ・5 － － 休 部 外 面 －下 位 ～ 鹿 部 は ヘ ラケ ズ リ、露 胎 。 素 欄 灰自一明白色釉 ：青緑 灰 色 良 聖 緻

包 含 層 4 区

H 14台 下 2 層

4 3 2 2 7 4 9 9 土 師 器 皿 （9 ．1） 1 ・9 5 ・9 － － 内 ～ 外 面 は ナ デ 。 回 転 糸 切 り底 。 明 褐 白 色 良 軟
包 含 層 4 区
台 地 下 4 層

4 3 2 2 8 4 9 4 土 師 器 皿 1 0 ．7 1 ．5 8 ．4 － －
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。
底 は ヘ ラ切 り後 板 目 圧 痕 。

明 灰 褐 白 色 良 軟
包 含 層 4 区
北隅セクションS l

4 3 2 2 9 4 6 0 白 磁
椀

言 緑 部 片
（1 6 ・4） － － － －

体 部 下 半 は 露 胎 。 ヘ ラヶ ズ リ。

内 面 上 位 に 界 線 をめ ぐらす 。
素 ：白 色
釉 ：灰 白 色

艮 聖 緻 包 含 層

H 12台 下 2 層

4 3 2 3 0 4 5 6 白 磁
椀
底 部 片 － － － 0 ・7 5 7 ．0 体 部 外 面 一下 位 ～ 鹿 部 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。

素 ：灰自～白色

釉 ：うすt壙 緑色
艮 堅 緻 包 含 層 4 区

北隅セクションP 2

4 3 2 3 1 4 8 9 白 磁 椀
鹿 部 片 － － － 0 ．8 6 ・3 体 部 外 面 一下 位 ～ 鹿 部 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ。 灰 白 色 透 明 艮 堅 緻

包 含 層 4 区

H 1 4　 3 層

4 3 2 3 2 4 7 5 土 師 器 丸 底 杯 （1 5 ．8） 3 ．3 － － －
内 底 は 指 圧 痕 をヨコナ デ 。 言 縁 都 内 一 外 面 は
回 転 ヨコナデ 。底 は 回 転 ヘ ラ調 整 後 板 目圧 痕 。

明 褐 白 色 良 軟
包 含 層

H 1 3　 4層

4 3 2 3 3 4 7 4 土 師 器 丸 底 杯 （1 5 ・6） 4 ．2 － － －
内 底 は 指 圧 痕 をヨコナ デ 。 口 縁 部 内 ～ 外 面 は
回 転 ヨコナデ 。底 は 回 転 ヘ ラ調 整 後 板 目圧 痕 。

暗 ～ 黒 褐 色 良 軟
包 含 層

H 1 3　 4 層

4 3 2 3 4 4 9 2 土 師 器
丸 底 杯
片 （1 6 ．1） 4 ．0 1 3 ・2 － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。 灰 褐 白 色 良 軟 包 含 層 4 区

H 1 5

4 3 2 3 5 4 9 7
黒 色
土 器

椀

言 縁 部 片
（1 6 ・5）

休 部 高

4 ．7 － － －
内 ～ 外 面 は ナ デ 。
体 部 外 面 中 位 に 指 圧 痕 。 黒 灰 色 艮 軟 包 含 層 4 区

台 地 下 3 層

4 3 19 2 3 6 4 6 6 土 師 器 椀 （1 4 ・4） 5 ・4 － 1 ．5 6 ．8 内底は不整方向のヘラミガキ。休部内面は横方向のヘラミガキ。口緑部内面

～休部外面はげ 。高台．高台内は回転げ 。休部外面下位に指圧痕°
明 黄 褐 色 良 や や 硬

包 含 層

H 13台 下 2 層
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F ig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種 類 器 種
法　　 量 （cm ） 形 態 ． 技 法 上 の 特 徴

出 土 遺 構
口 径 器 高 底 径 高 台 高 高 台 径 成 形 ．製 作 手 法 の 特 徴 色　 調 胎 土 焼 成

4 3 2 3 7 4 8 2 瓦 器
椀 一

言 緑 部 片
（1 6 ．6） 5 ．9 － － －

内 ～ 外 面 は ヘ ラミガ キ （休 部 外 面 下 位 は
横 方 向 ）。 内 底 に 指 圧 痕 。 灰 ～ 黒 灰 色 良 硬

包 含 層 4 区

H l伯 下 2 層

4 3 19 2 3 8 4 5 7
東 播 系
須 恵 質土器 こ ね 鉢 （2 1 ・9） 8 ．3 9 ．9 － －

内 底 は 不 定 方 向 の ナ デ 。
休 部 外 面 下 位 は 回 転 ナ デ 。

青みがかった灰色

言緑外面 ：黒灰色
良 軟 包 含 層 4 区

3 層

4 3 2 3 9 4 8 8
土 師 質
土 器

甕 3 1 ・8 2 4 ．8 － － －
言 緑部 内 ．外面 はヨコナデ。内面 はヨコパ ケ。外面 は

タテパ ケ。休部 外 面の 中位 はタテ～ナナメパケ。

外上半 ：黒褐色
内 ：暗 褐 色

粗 い 軟 包 含 層 4 区

H 1 4　 3 層

4 3 20 2 4 0 4 7 0
越 州 窯 椀

－ － － 0 ・6 6 ・8
畳 付 に 目 痕 。 素 ：灰一茶灰色

艮 堅 緻
包 含 層

系 青 磁 鹿 部 片 2 次 的 な 火 を受 け て 釉 薬 剥 落 。 釉 ：剥 落 H 1 3　 4 層

4 3 2 4 1 4 6 9
越 州 窯

系 青 磁

輪 花 椀

言 縁 部 片 － － － － － 口 緑 端 部 に ヘ ラに よる切 りこみ 、五 輪 花 か 。
素 ：灰 色
釉 ：青 緑 色 良 堅 緻

包 含 層

H 1 3台下 4 層

4 3 19 2 4 2 4 6 8 青 白 磁 有蓋 合子 か － － － － －
青 緑 色 を 帯 び た 透 明 釉 を 全 面 施 釉 。
身 と蓋 が 融 着 。 毛 彫 文 様 有 り。

釉 ：青 緑 色
透 明 良 堅 緻

包 含 層

H 1 3台 下 4 層

4 3 1 9 2 4 3 4 5 5 白 磁
椀

言 縁 部 片
1 7 ・8 － － － －

内 面 に 1 条 の 圏 線 。 外 面 は 回 転 ヘ ラケ ズ

リ、 沈 線 に よる花 文 。

素 ：白 色
釉 ：透 明

良 堅 緻 旬 含 層 4 区
北隅セクションP l

4 3 2 4 4 4 7 6
新 羅 瓶 ま た は

－ － （1 7 ・0） － －
内 外 面 ナ デ 仕 上 げ 。 胎 土 に は 白 色 細 砂 暗灰 ～黒 灰 色 不 良 軟 包 含 層

陶 器 車 底 破 片 を 含 む 。 断 ：灰 色 H 1 3　 4 層

4 3 2 4 5 5 0 4 白 磁 椀 （1 5 ．2） 7 ．2 － 1 ．6 6 ・6
内 面 に 1 条 の 圏 線 。 休 部 外 面 下 位 一 高
台 内 は 回 転 ヘ ラヶズ リ。

素 ：灰 白～白色

釉 ：灰 白 色
良 堅 緻

包 含 層 4 区

台 地 下

4 3 2 4 6 5 0 5 白 磁
椀

鹿 部 片
（1 5 ・5） 6 ・1 － 1 ・2 6 ．2

内 底 は 輪 状 カ キ トリ。 休 部 外 面 中 位 ～ 高

台 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。

素 ：灰 白 色
釉 ：モスグリーン 良 堅 緻

包 含 層 4 区
台 地 下

4 4 1 9 2 4 7 5 3 9 土 師 器 皿 1 0 ・1 1 ・3 8 ．2 － －
内 底 は ヨコナ デ 。 口 縁 部 内 ～ 外 面 は 回 転

ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。
灰 褐 白 色 艮 軟

包含層5 区0 －19
黒 色 土 上 面

4 4 1 9 2 4 8 5 4 0 土 師 器 杯 1 1 ・3 3 ．5 7 ・5 － －
内 底 は ヨコナ デ 。 言 縁 部 内 ～ 外 面 は 回 転

ナ デ 。 回 転 ヘ ラ切 り底 。
明 褐 色 良 や や 硬 包含層5 区0 －2 0

時灰褐色土砂質層

4 4 1 9 2 4 9 5 6 2 土 師 器 脚 付 皿 1 1 ・8 2 ．6 －
脚 高

1 ．3

脚 径

8 ．8
内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。 高 台 は ナ デ ツケ 。 由 褐 色 良 軟 包 含 層

5 区

4 4 2 0 2 5 0 5 5 8
越 州 窯 椀

－ － － 0 ．5 6 ・5
高 台 脇 は 回 転 ヘ ラヶズ リ。 素 ：灰 白 色 良 堅 緻

包 含 層

系 青 磁 鹿 部 片 高 台 畳 付 周 縁 に 目 痕 。 釉 ：不 透 明 5 区

4 4 2 5 1 6 2 9
越 州 窯

系 青 磁

幌

．鹿 部 片
－ － － 1 ．0 6 ・9 見 込 み に 目 痕 。 高 台 は 回 転 ヘ ラケズ リ。

素 ：灰 色
釉 ：剥 落 良 聖 緻

包 含 層

5 区

4 4 2 5 2 5 5 7
龍 泉 窯 椀

－ － － 0 ・8 7 ．0
見 込 み に 草 花 文 。 素 ：灰 色

艮 艮
包 含 層

系 青 磁 鹿 部 片 休 部 外 面 下 位 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ。 釉 ：緑灰色不透明 5 区

4 4 2 0 2 5 3 5 8 1
越 州 窯 椀

－ － 5 ・0
鹿部高台高

－
高 台 は ナ デ O　見 込 み は 施 釉 。 素 ：灰 色 良 堅 緻 包 含 層 2 次

系 青 磁 鹿 部 片 0 ・5 休 部 外 面 下 位 ～ 高 台 は 露 胎 。 釉 ：灰緑色不透明 D －1 1

4 4 2 0 2 5 4 5 3 8
越 州 窯
系 青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 0 ・8 8 ．0 見 込 み と高 台 畳 付 に 目 痕 。 素 ：灰 色

釉 ：灰 緑 色
良 堅 緻 包 含 層 5 区

台下黒色土層上面

4 4 2 5 5 5 6 1
龍 泉 窯
系 青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 0 ．8 6 ・2 高 台 畳 付 は 、 鉄 銹 を 施 す 。

青 緑 色
半 透 明

良 堅 緻
包 含 層

5 区

4 4 2 5 6 5 5 6
龍 泉 窯

系 青 磁

椀

口 縁 部 片 1 5 ．1 － － － － 外 面 に は 蓮 弁 文 。 鏑 は なく平 坦 で あ る。
素 ：灰 白 色
釉 ：緑 灰 色 良 堅 緻

包 含 層 5 区
台 下 包 含 層

4 4 2 5 7 5 5 3 白 磁
椀

口 縁 部 片
1 2 ・8 － － － －

口 縁 端 部 は 内 外 面 とも施 釉 後 掻 き取 っ て

い る。
白 色 良 竪 緻

包 含 層 5 区
台 下 包 含 層

4 4 2 5 8 5 5 4
越 州 窯 水注肩部及び

－ － － － －
内 面 は 露 胎 。肩 ～ 胴 部 に 沈 線 を 入 れ る。 素 ：灰 色 良 堅 緻 包 含 層 5 区

2 5 9 系 青 磁 把 手 部 分 胴 部 は や や 張 りの ある球 形 。 釉 ：灰緑色不透明 台 下 包 含 層

4 4 2 0 2 6 0 5 5 5
国 産
釉 陶 器

水 注または
壺 胴 部 片 － － － － － 内 ～ 外 面 は 回 転 ロクロ仕 上 げ 。 素 ：灰 紫 色

釉 ：黒褐色の鉄釉
良 堅 緻 包 含 層 5 区

台 下 旬 含 層

4 4 2 6 3 6 3 5
越 州 窯
系 青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 0 ・5 6 ．6 高 台 畳 付 に 目 痕 。

素 ：灰 白 色

釉 ：灰 緑 褐色
艮 堅 緻 B ト レ ン チ

4 4 2 6 4 6 3 4 白 磁
椀

鹿 部 片 － － － 0 ．8 5 ．9
高 台 脇 は 回 転 ヘ ラケ ズ リ。

高 台 は ケ ズ リ出 し。

素 ：灰 白 色

釉：黄灰褐～灰色褐色
良 堅 緻 B ト レ ン チ

4 4 1 9 2 6 5 6 4 1 土 師 器 丸 底 杯 1 5 ．8 4 ・3 － － －
体 部 内 ～ 外 面 は 回 転 ナ デ 。
回 転 ヘ ラ切 り底 。 明 褐 白 色 艮 軟 E ト レ ン チ

4 4 2 6 6 6 4 2
土 師 器
（内 黒 ）

高 台 付
椀

口緑部径

2 5 ．6
6 ．0 － 1 ・4 7 ．0 高 台 は ナ チ ツケ 。

内 ：黒 灰 色
外 ：明 褐 色

良 軟 E ト レ ン チ

4 4 20 2 6 7 6 3 7
越 州 窯
系 青 磁

椀
鹿 部 片 － － － 0 ．5 8 ・2

見 込 み ・高 台 畳 付 に 目 痕 。 休 部 外 面 下
位 ～ 高 台 は 回 転 ヘ ラヶ ズ リ。

釉 ：緑 灰 色
透 明

艮 聖 緻 E ト レ ン チ
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Tab，4　橋本榎田遺跡出土石器・石製晶所見一覧表　　　　　　　凡例：法量の（）は復元値

Fig P L

掲載

遺物

番号

遺物

登録

番号

種　 類 素　 材
法　　 量

形　　 態 ・ 製　 作　 上　 の　 特　 徴 出土遺構
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（0m） 重さ（g ）

3 0 2 64 7 鏃 黒曜石 2・5 1・8 3．5 1．2
良質 の漆 黒黒曜石 を素材 とす る。表裏面 か ら丁寧な二次 潤
整 。挟 りは浅い。 S B O 3

30 10 65 6 管状土垂 泥質粘土 4．0
直径

0・9

孔 径

0・3m m
4・0 両 端は平坦 に調査。全面 ナデ仕上 げ。 S D 0 1

31 14 18 66 8
ナイフ形 黒 曜石 2．5 1．1 3・5 1・0

表 面はわずか に風化。縦長剥片 を素材 。側線 を最終 剥離面 S M O 3
石器 か ら刃潰 ししてい る。 上層

3 1 14 19 66 9 鏃 黒 曜石 1・8 1．4 0・35 0・6
黒灰色のやや質の悪い黒曜石 を素材 とする。
右側 返 り欠損。二次調整 はやや雑 。

S M O 3
上層

3 1 14 2 0 67 0 鏃 黒 曜石 2．1 1．6 0．4 1．0 黒色半透明の黒曜石 を素材 とす る。先 端部欠損。 S M O 3
上層

3 1 14 21 67 1 鏃 頁岩 2．3 1．5 0．35 0 ．7
二次調整 はばらつ きがあ。基部挟 りはやや深い。表面 は風
化 し灰色 を呈す。

S M 0 3
上層

3 1 14 22 68 8 鏃 黒曜石 2．7 1・7 0・55 1・6
漆黒色の黒曜石 を素材 とする。断面 は三角形でやや厚手 で
ある。

S M O 3
D 8

3 1 14 23 6 93 鏃 頁岩 2．1 0．8 0．35 0・6
二次調整 は丁寧 。鏑 は明瞭 。基 部挟 りは三角形で深 い。右
側返 りが欠損 。

S M 0 3
F 12

3 1 14 24 7 12 鏃 頁岩 3・7 1．5 0 ・7 6・0
二次調整 は両面 か ら交互 に施 す。基部は薄 く仕上 げて いるO
先端部 は欠損 。風化 し灰色 。

S M O 3
床面

3 1 14 25 6 94 鏃 頁岩 2・0 1・8 0．45 1．6
左側縁 は紳 かな二次調整 。基部は薄 く仕上 げて いる。風化

し灰褐色 。
S M 0 3

F 12

3 1 14 26 6 98 鏃 黒曜石 2・5 1．8 0・4 1・0
良質の漆黒色黒曜石 を素材 とす るO 先端、右返 りが欠損 し

て いる。挟 りは丸 く深 い。
S M O 3
覆土下層

3 1 14 2 7 7 1 1 鏃 黒曜石 2．1 1．4 0・4 1．2
良質の漆黒色黒 曜石 を素材 とす る。先端は丸 く仕上 げ、弱

い返 りが基 部に付 く。
S M 0 3
床面

3 1 14 28 6 6 7 鏃 黒曜石 1・9 1・4 0・3 0・7
良質の漆黒色 半透 明黒 曜石 を素材 とす る。薄手 で、五 角形

に仕上 げている。
S M O3
覆土上層

3 1 14 2 9 6 9 9 鏃 黒曜石 1．8 1 5 0．3 5 0・7
良質 の漆黒 色黒曜石 を素材 とす る。左側縁の二次調整 2 0 ・

2 5同様 は細かい。
S M 03
覆土下層

3 1 14 3 0 700 鏃 黒曜石 1・7 1．2 0．3 0．4
良質 の黒色 黒曜石 を素材 とす るO 左右側線 か ら鏑 を明瞭 に

件 り冒 してい る。挟 りは浅い。
S M O3
覆土下層

3 1 14 3 1 6 7 4 鏃 頁岩 1．6 －1・3 0．3 5 0．4 縁辺 か ら粗い二次調整 を施す。基部挟 りは丸 くやや深 め。 S M O3
C －6区下層

3 1 14 3 2 71 0 鏃 黒曜石 1・7 1・5 0・15 0．4
良質のは灰色半透明。薄手 に仕上 げている。返 りはい。先
端 部は欠損 してい る。

S M O3
床面

3 1 14 3 3 70 8 鏃 黒曜石 1．8 1・2 0．2 5 0・6
良質の黒灰色。薄手で ある。右側縁の二次調整 は細かい。
基部は薄 く決 りは浅い。

S M O3
床面 ，

3 1 14 3 4 67 6 鏃 黒 曜石 1・8 1．6 0．35 0．8
二次 調整はやや粗い　 基部 は両面 か ら丁寧 に丸 く挟 りを入
れ る。先端欠損。五角形。

S M O 3

C －6区下層

3 1 14 3 5 67 5 鏃 頁岩 2．5 1．5 0 ．38 1・1 －
やや長めの五角形。基部 は両面 か ら薄 く仕 上げ る。風 化 し
灰褐色。先端 は欠損。

S M 0 3

C －6区下層

3 1 14 3 6 69 7 鏃 黒曜石 2．1 1．5 0．45 0・8
両側縁はわずか に内湾気味。基部 は両面 か ら丸 く挟 りをい

れ薄 く仕上 げて いる。
S M O 3
E 9－10下層

31 14 3 7 70 2 鏃 黒曜石 2・1 1．4 5 ．0 1．2
両側縁 はわずか に外湾 し、基部 は両面 か ら薄 く直線的 に仕

上げて いる。やや厚手 。
S M 0 3
D 7下層

31 14 3 8 70 3 鏃 黒曜石 2．2 1．9 0 ・4 1．1
良質の漆黒色黒曜石 を素材 とする。鏑は明瞭。決 りは両面

か ら丸 く入れ ている。
S M O 3
下層

31 14 3 9 70 1 鏃 黒曜石 2・15 1・5 0・35 1・1
先端はつ まみ 出 したよ うに尖 る。両側 縁は外湾 し、基部 は
両側縁 から直線 的に仕上 げる。

S M O 3
E lO下層

31 14 40 6 77 鏃 黒曜石 2．7 0・9 0 ・3 1・0
やや長 めの五角形 。表裏 の鏑 は明瞭 O 基部の挟 りは浅 く、
直線的。精良薄手 である O

S M 0 3

C －6区下層

31 14 41 70 4 鏃 頁岩 2・4 1．5 0・3 1・1
先端欠損 。長 めの五 角形 。決 りは浅い。二次調整 はやや粗

く、鏑 は不 明瞭 。
S M O 3
下 層

31 14 42 70 7 鏃 黒曜石 3．0 2・2 0．4 1．8
先端 ．返 りが欠損 。鏑 は明瞭で二次 調整は丁寧。大 きさに
比 して薄手 O 決 りは直線 的 O

S M 0 3
最 下層

3 1 14 43 70 9 鏃 黒曜石 2．4 1．8 0．4 5 1．7
返 りは欠損 。二次調整 はやや粗 く、鏑は不明瞭。素材 はや

や不純物 が目立 つ。
S M 0 3
床 面

31 14 44 70 6 錐 黒曜石 3．2 1．5 0．5 2．1
素材 は縦長 の剥 片。先 端部は両面か らの細か な二次調整 に
より鋭 く尖 る。他 は未調整。

S M O 3
最 下層

3 1 14 45 6 87
磨 製

頁岩 3．9 1・5 0．7 5．2
先端 ・基部 は欠損 。刃部に対 し斜めか ら研 ぎだ し、断面菱 S M 0 3

石鏃 形 に仕上 げている。 D 7最下層

3 1 1年 46 6 90
磨 製

頁岩 5．2 1・5 0．6 5 5．9
先端 ・基 部は欠損。刃部に平行 ・斜めか ら研 ぎだ し断面菱 S M O 3

石鏃 形 に仕上 げている。 Ⅰベル ト

3 1 14 47 6 9 1 石聖 頁岩 4．7 1．6 0・8 －
風化 し灰 白色 。基部は欠損。刃部は直線的 に研 ぎ出 してい

る。
S M O 3
F l l

3 1 14 48 6 95 管状土錘 － 6．0
直径 孔径

15・0
捻 りなが ら成 形 し、ナデ仕上げ。両端 は細 く仕上 げる O 焼 S M 03

1．7 0．4mm 成 良好 。明褐色。 F 12
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凡例：法量の（）は復元値

Fig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種　 類 素　 材
法　　 量

形　　 態 ・ 製　 作　 上　 の　 特　 徴 出土 遺 構
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 さ（g ）

3 1 15 4 9 89 9 石 斧 玄 武岩 10 ．0
基部幅3・6

4 ・5 －
刃 部 欠 損 。 基 部 端 は 直 線 的 。 二 次 剥 離 ・敲 打痕 を留 め て い S M O3

6・6 る 。 灰 白 色 。 磨 耗 して い る。 最 下 層

3 1 15 5 0 89 5 石 斧 玄 武岩 11 ．1
刃部 幅

（3．5 ） －
基 部 欠 損 。 二 次 剥 離 ・敲 打 痕 を留 め て い る 。 刃 部 は 折 損 後 S M O3

6 ・0 叩 き潰 れ て い る。 灰 白 色 O F lO　 3層

32 15 5 1 68 0 石 包 丁 頁 岩 9・0 5 ．2 0 ．4 －
敲 打 段 階 の 未 完 成 品 O 孔 を両 面 か ら穿 け て い る。 刃 部 は 部
分 的 細 か な 二 次 剥 離 を施 す 。

S M O3
C －6 区 下 層

32 15 5 2 89 8 石 包 丁 頁 岩 6．7 12 ・6 1・1 －
二 次 剥 離 調 整 段 階 の 未 完 成 品 。 刃部 調 整 を終 え 背 部 の 打 撃
に よ り節 理 面 か ら破 損 し た もの

S M O3

C 6 下 層

32 15 5 3 89 6 石 斧 玄 武岩 13 ・7 8 ・4 （3 ・6 ） －
刃 部破 損 。 刃 部 は 折 損 後 叩 き潰 れ て い る 。 断 面 は 扇 平 。 灰

白色 。 全 体 に 磨 耗 して い る。
S M O3
C 6上 層

32 15 5 4 67 9 斧 玄 武 岩 14 ・5 6 ．5 2 ．9 －
基 部 が柱 状 片 刃 石 斧 様 の 扁 平 な 自然 礫 を 素 材 と し、 刃 部 を

二 次 剥 離 に よ り作 り出 して い る
S M 03
C －6 区 下 層

32 15 5 5 67 8 斧 玄武 岩 9．0 8 ．8 3 ．3 －
基 部 欠 損 。 断 面 形 は 扇 平 な楕 円形 。 刃 部 は 敲 打 使 用 に よ り
丸 く潰 れ て い る。 灰 白 色 。

S M O3
C －6 区 下 層

32 5 6 7 14 磨 石 花 崗岩 9．5 8 ．1 5 ・2 －
扇 平 な 円礫 の 縁 周 、 上 下 面 に敲 打 ま た は打 撃 使 用 痕 が 残 る。 S M 03

36 20 15 3 8 12 紡 錘 車 滑 石 直 径 3 7
－ 1・5 16 5 良 質 な灰 色 滑 石 を素 材 とす る．。 全 面 丁 寧 な磨 研 仕 上 げ 。 側 S M O4

孔 径 1・5 （24 ：7 ） 面 に は 界 線 （段 ） を有 す O 2 層

36 15 4 85 5
石 鍋 片 滑 石 （2 3 ．8 ） 耳 部 幅 － －

良 質 な灰 色 滑 石 を素 材 とす る 。耳 に 向 か っ て 器 面 を削 り込 SM O 4ベルト
耳 部 3．1 ん で い る 。 2 b 層 F 13

37 20 15 6 84 7 紡 錘 車 滑 石
直 径 3 7

－ 1・7 3 3 ・5
良 質 な灰 色 滑 石 を素 材 とす る。 上 面 は稜 が 不 明 瞭 で や や 丸 S M O4

孔 径 1・7 み が あ る 。 3 層

37 15 7 8 11 蓋 滑 石 11 ・6 － 2 ・0 －
石 鍋 破 片 の 転 用 。 周 縁 を丸 く削 りそ の 後滑 らか に 仕 上 げて

い る 。 半 損 品 で 本 来 は 円 形 か 。
S M O4
2 層

3 7 19 15 8 76 5 石 鍋 蓋 滑 石 9　7 11 ・3 3 ．4 3 16 ．5
石 鍋 耳 部 の 転 用 。 周 縁 ．裏 面 は角 を 削 り落 と し滑 らか に仕 S M 04

孔 踵 0 ・8 上 げ て い る。 中 央 で 折 損 。 1 層

3 7 17 0 86 2 土 錘 －
（4・5 ）

－
直 径 1 1

6 ・0
下 端 が 欠 損 して い る。 捻 り な が ら成 形 しナ デ 仕 上 げ て い る。 S M O4

孔 径 2 ：0 焼 成 良 好 。 褐 色 。 最 下 層

4 1 18 18 2 40 1 石 核 黒 曜 石 2・7 3 ．1 2 ．5 －
素 材 は 良 質 の 小 円 礫 O 打 撃 面 を作 り剥 片 を剥 ぎ取 り、 その

面 を ま た 打 撃 面 と して 剥 出 。
表 土 層

4 1 18 18 3 40 2 石 核 黒 曜 石 2・2 2 ・5 1・4 －
円礫 自 然 画 を打 撃 面 と して 周 縁 か ら打 撃 し剥 片 を得 る。 結

果 的 に 円 錐 状 に な って い る。
表 土 層

4 1 18 18 4 40 8 石 核 黒 曜 石 2．3 4 ．6 2 ．2 －
素 材 は や や 大 きい 角 礫 。 打 撃 面 を作 り剥 片 を剥 ぎ取 り 、 そ

の面 を ま た 打 撃 面 と して 剥 出 。

4 区
表 土 層

4 1 18 18 5 41 0 鏃 黒 曜 石 3．3 （2 ・1） 0 ・3 1．9
や や 大形 の 五 角 形 。 大 き さの 割 りに 薄 手 。 基 部 は 三 角 に挟

る 。返 りは 田1．部 欠 損 。
表 採

4 1 18 18 6 4 1 1 鏃 黒 曜 石 2．9 1・8 0 ．5 2 ．0
丁寧 な 二次 調 整 で 表 裏 の 鏑 はや や 明 瞭 。 基 部 は 直 線 的 に薄
く仕 上 げ る。

表 採

4 1 18 18 7 4 1 2 鏃 黒 曜 石 2．1 1・8 0 ．3 5 1・0
返 りが外 に 強 く開 く、 五 角 形 。挟 りは 浅 い 。 二 次 調 整 はや

や 粗 く、 鏑 は 不 明 瞭 O 薄 手 。
表 採

4 1 18 18 8 4 1 3 鏃 頁 岩 2 ．1 1・2 0 ・3 0 ・5
先 端 ．返 りが 欠 損 。 鏑 は明 瞭 で二 次 調 整 は 丁 寧 。 挟 り は直
線 的 に深 く入 れ る。 表 採

4 1 18 18 9 4 15 ． 縦 長 剥 片 黒 曜 石 3・8 5 1・9 0 ・4 －
素 材 は 良 質 の 半 透 明 黒 色 縦 長 剥 片 。 左側 縁 に 細 か な 刃 潰 れ

あ り。縄 文 時 代 後 期 の 所 産 か 。
表 採

4 1 18 190 4 43 鏃 頁 岩 3 ・8 1 ・6 0 ・3 1．2
素 材 は縦 長 の 剥 片 。 先 端 部 は両 面 か らの 細 か な 二 次 調 整 に
よ り鋭 く尖 る 。 他 は 未 調 整 。

表 採

D 7 区

4 1 18 19 1 4 29
偏 平 片 刃
石 斧

頁 岩 5．5 3 ・9 1．5 4 8 ．5
通 常 よ り全 体 的 に 丸 み が あ る 。 刃部 は研 ぎな お しに よ り両
端 が磨 耗 し丸 い 。 灰 白 色 。

表 採

4 1 18 192 4 09 石 斧 玄 武 岩 6・8
刃 縁 幅

4．0 －
刃 部 破 片 。 か な り大 振 りで あ る 。断 面 は 扁 平 刃 部 は 敲 打 使 4 区

7 ・2 用 に よ り潰 れ 平 坦 に な って い る 表 土 層

4 1 193 4 47 鏃 黒 曜 石 1・5 1 ・7 0 ．3 0 ・5
基 部 が幅 広 の 三 角 形 。 二 次 調 整 は や や粗 く、 鏑 は 不 明 瞭 。
基 部 は直 線 的 。 包 含 層

4 1 194 6 30 鏃 頁 岩 2 ．6 1 ．4 0 ．4 1・3
両 側 縁 が わ ず か に 外 湾 して い る 。二 次 調 整 は 端 正 で 、鏑 が
明 確 で あ る 。 基 部 は 直 線 的 。

包 含 層
I Z 2

4 1 19 199 4 53
石 鍋

滑 石 － － － －
腰 の 深 い鉢 の 可 能 性 が あ る。 表 面 に は炭 化 物 が 付 着 して い 包 含 層 1 区

口縁 片 る。 素 材 は 良 質 の 灰 色 滑 石 。 台 地 落 1 層

4 2 19 2 2 1 4 79 栓 滑 石 口 径 器 高
－ －

宝 珠 様 の つ ま み が 付 く と思 わ れ る 。 素材 は 良 質 の 灰 色 滑 石 。 包 含 層

（1 1 ・0） 3 ・1 石 銅 片 の 転 用 か 。 H 13 砂 層

4 2 20 2 22 4 80 蓋 か 滑 石 口 径 器 高 底 高
－

素 材 は 良 質 の 灰 色 滑 石 。 石 鍋 片 の転 用 か 。 蓋 も し く は合 子 包 含 層

4．6 2 ．5 4 ．8 様 の 身 と も思 わ れ る。 H 13青灰微砂

42 19 2 23 50 9 石 鋼 片 滑 石 口 径
－ － －

口縁 部 は強 く内傾 して い る。 鍔 下 部 に は 炭 物 が 付 着 して い 包 含 層 4 区

35 ．5 る。 素 材 は 良 質 の 黒 灰 色 滑 石 台 地 下

42 18 2 24 4 95 石 錘 年 岩 9．2 8 ・2 1 ・6 16 0 ．0
扇 平 な 円礫 の 周 囲 を二 次 調 整 し、紐 を 受 け るた め 上 下 1 対

の 浅 い 凹 を 作 っ て い る。

包 含 層 4 区
北隅 セクション

42 18 2 25 8 97 石 包 丁 頁 岩 8・1 7 ・9 0 ．6 －
穿 孔 段 階 の 未完 成 品 。 穿 孔 して い る 際 に 節 理 に 沿 って 割 れ
た も の 。

E lO
溝落覆土上層
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凡例：法量の（）は復元値

Fig P L

掲 載

遺 物

番 号

遺 物

登 録

番 号

種　 類 素　 材
法　　 量

形　 態 ・ 製 作 上 の 特 徴 出土 遺 構
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ）重 さ （g ）

44 26 1 54 1 瓶 の栓 滑 石 4 ．3
直 径

3 ・8

身 直 径

2 ．1 － 素 材 は や や 良 質 な 灰 色 滑 石 。 下 端 は末 広 が りで あ る 。
包 含 層 5 区

C －20 黒粘土

44 19 26 2 46 3 石 鍋 片 滑 石 － － － －
耳 部 の破 片 。 や や 質 の 悪 い 灰 色 滑 石 。表 面 は磨 耗 して い る。 包 含 層

H 12台 下 3層

44 19 26 8 64 3
石 鍋 片

滑 石 5 ．0
耳幅 （基部）

3 ．5 －
素材 は 良 質 の 灰 白 色 滑 石 。 大 型 の 鍋 の 耳部 で あ る 。 耳 に 向

E トレ ンチ田縁 耳 部 2 ．5 か っ て 削 り込 ん で い る。

44 20 26 9 63 6
石 鍋 片
用 途 不 明

滑 石 7 ・1 3 ・4 2 ．1 －
石 鍋 破 片 に 両 面 か ら穿 孔 し た もの 。不 整 な 円形 。 孔 は 紐 等
を 適 す もの か 。 D トレ ンチ

44 27 0 62 5 石 槍 残 欠 サヌカイト製 8 1
（9 ：8 ） 1・3 － 54 ．0

良 質 の サ ヌ カ イ ト （輝 石 安 山 岩 ）。 両 面 か ら二 次 調 背 が 施

され て い る。 明 灰 白 色 。
包 含 層 2 次

44 2 71 56 6 鏃 黒 曜石 2 ・1 1・4 0 ・5 1．3
良 質 の 半 透 明 黒 色 の 黒 曜 石 を使 用 して い る。 鏑 は 明 瞭 O 基
部 は 下 へ や や はみ 出 して い る

包 含 層

5 区

44 2 72 60 2 鏃 黒 曜 石 1．8 1・3 0 ・3 0 ．6
先 端 部 は 欠 損 。 両 側 縁 か らの 二 次 調 整 は や や 端 正 。 基 部 は
薄 く平 坦 に仕 上 げて い る 。

包 含 層

F －10 下 層

44 2 73 60 3 鏃 黒 曜 石 1・9 1．3 0 ．3 0 ・9
先 端 と返 りの 一 部 が欠 損 して い る 。 鏑 は 明 瞭 基 部 は 浅 く、
また 薄 く仕 上 げて い る。 を

包 含 層

F －10 下 層

44 2 74 6 11 鏃 黒 曜 石 1・3 1・9 0 ．25 1 ・0 、
端 正 な三 角 形 。 薄 手 で あ る 。両 側 縁 か ら細 か な 二 次 調 整 を
加 え る。 鏑 は不 明 瞭 。

包 含 層

Tab，5　橋本榎田遺跡出土その他所見一覧表

二三三一一一二　三一『一十÷一＿…　　一宇：「∴二　　　二一一

一‾－。一一　　一一二　　一　一、一二∵　一　一　三。三二三　二一一∴　一一三二二，一二一　三一l一一一
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Fig，12　第2区・第3区遺構平面図（1／200）
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Fig，14　第4区遺構平面図（1／200）
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（A）

〈溝SMO3A－B土層断面図〉

〈溝SMO4C－D土層断面図〉

〈溝SMO4E－F土層断面図〉

750m（B）

〈溝SMO3A－B土層断面所見〉
第1a層　暗灰褐色微砂質粘土層（鉄分を多く含み、よくしまる）
第1b層　暗灰褐色細砂質粘土層（下部は細砂粒が多い）
第2層　灰褐色粗砂層（粘質土層・細砂層・粗砂層が整層時に重なりあって堆積）
第3層　　黄褐色粘質土層（崩壊土層）
（2a．6層・4層に遺物が多く含まれている）

7．70m（D）

〈溝SMO4C－D土層断面所見〉
第1b層　暗灰色粘土層（粘性が強く、白色粒子・赤色粒子・砂粒を含む）
第2b層　黒灰色粘質土層（やや微砂質となり、粘性が落ちる）
第3層　　灰色中砂層（第2b層と地山崩壊土との混合土）
第4層　　灰白色細砂層（第2b層にレンズ状に堆積）
第8層　　暗灰色微砂層（粘性が強い）
第9層　　灰白色粘土層（地山崩壊土の還元土壌で、細砂が混じる）
第10a層　黄褐色粘質土層（崩壊土）
第10b層　黄灰白色粘土層
（2b層に遺物が多く含まれている）

7．40m（F）

2m

〈溝SMO4E－F土層断面所見〉
第1a層　灰色粘土層（粘性が強く、砂粒．白色粒子を含む）
第1a，層　灰色粘土層（第1a層より細砂が多い）
第1b層　暗灰色粘土層（粘性が強く、砂粒．白色粒子．赤色粒子を含む）
第2b層　　黒灰色粘質土層（砂粒．砂粒ブロックを含む）
第2b，層　黒灰色粘質土層（微砂を多く含み、水分に富む。赤褐色粘土が点在）
第2b”層　暗灰色粘質土層（赤褐色粘土が混入）
第3層　　暗灰白色細砂層（黒色土器・木片を含む）
第3，層　　暗灰褐色細砂層（鉄分が沈殿）
第4層　　　暗灰白色粘質土層（細砂を多く含む）
第5層　　灰黄褐色粘質土層（崩壊堆積土）
第6層　　　暗灰白色粗砂層
第7層　　暗灰色粘質土層（細砂が多く混じり、黒色土器を含む）
第8層　　　暗灰白色中細層
第8，層　　灰褐色中細層
第9層　　　暗灰色細砂層（崩壊堆積土層）

！1．．1；　　1－　二∃

Fig，15　第4区溝SMO3・04土層断面図（1150）

0　　　　　　　　　　　　1m

1－－土1．．；　　－j

Fig，16　第4区溝SMO4遺物出土状況平面図（1I40）
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Fig，17　第5区遺構平面図（1／400）

－38－

（建物復元図は、Fig6～8を参照のこと）



Fig，18　第6区遺構平面図（1／300）
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Fig，21掘立柱建物（SB）平面・断面図1（1／80）
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Fig，22　掘立柱建物（SB）平面．断面図2（1／80）
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Fig，27　掘立柱建物（SB）平面．断面図7（1／80）
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Fig，38　遺物実測図9（1／3）
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第4区　南東部作業風景（北から）
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PL，1

（1）橋本榎田遺跡遠景（南東から）

（2）調査前近景（北から） 8014－6．12



PL，2

（1）第1区全景（西から）

8014－1320

（2）第2区全景（西から）

8014112．32

（3）第3区全景（西から）
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8014－814

（1）第4区作業風景（北から）

8014－9－29

（2）第4区全景（南から）

8014－13－3

（3）第5区全景（南から）
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（1）第6区全景（北西から）

（2）第6区全景（南から）

8014－109

8014－90



PL，5

8014－6－19

（1）掘立柱建物SBOl（南から）

8014，2－2

（2）掘立柱建物SBOl（西から）

8014－6－19

（3）掘立柱建物SBO8（南から）



PL　6

（1）木棺墓SDOl遠景（西から）

8014－3

（2）木棺墓SDOl（西から）

8014－13

（3）木棺墓SDOl（北から）



PL，7

8014－12－28

（1）土壙SDO2（北から）

8014－18－6

（2）土壙SDO3（北西から）

8014－18－11

（3）土壌SDO4（西から）



PL，8

（1）井戸SEO2（西から）

（2）井戸SEO2井組南東部（北西から）

8014－14－22

8014－14－2

（3）井戸SEO2井組南東部（北から）

8014－14一25

（4）井戸SEO2井筒（西から）



PL，9

8014－12．23

（1）井戸SEOl（北から）

8014－12－15

（2）井戸SEO3（東から）

8014112－25

（3）井戸SEO4（北東から）



PL，10

（1）溝SMO1・02（北から）

（3）溝SMO4検出状況（西から）

（2）溝SMO3（北西から）

8014－3－31

8014－16－14

8014－9－15

8014－16－22

8014－21－16

（4）溝SMO4掘り下げ作業風景（南西から）

（5）溝SMO4周辺作業風景（西から）



PL，11
8014－9－34

（1）第4区溝SMO4（西から）

8014－120

（2）第6区溝SMO4（西から）

8014－70

（3）溝SMO4第6区東壁土層断面

（西から）

8014．111

（4）溝SMO4第6区南北土層断面
（西から）



PL，12

8014－98

（1）溝SMO3北側（南東から）

8014－129

（2）溝SMO3北側遺物出土状況（東から）

8014－133

（3）溝SMO3．05・07（北西から）



PL，13

8014－17－12

（1）第6区溝群SMO3・05～08（南東から）

8014－136

（2）第6区溝群SMO3・05～08（南東から）

8014－86

（3）溝SMO8・09（北東から）



PL，14

出土遺物1（1／3・1／2）



PL，15

出土遺物2（1／3）



PL，16

出土遺物3（1／3）



PL，17

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

出土遺物4（1／3・1／2）



PL，18

出土遺物5（1／3・2／3）



PL，19

出土遺物6（1／3・1／5）



PL，20

出土遺物7（1／3・3／5）
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